
有

館
本
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄

第
三
十
一
号
「

堅
迎
鳩
摩
羅
什
事
」
に
つ
い
て

黒

田

彰

京
都
市
の
藤
井
斉
成
会
有

館
に
は
、
有
名
な
何
彦
昇
の
旧
蔵
に
掛
る
、

敦
煌
文
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
文
書
の
中
に
、
中
国

の
著
名
な
敦
煌
学
者
饒
宗
頤
氏
が
か
つ
て
、「

堅
迎
鳩
摩
羅
什
事
」
と
呼

ば
れ
た
（「
京
都
藤
井
氏
有

館
蔵
敦
煌
残
巻
紀
略
」）、
未
公
開
の
文
書
が

あ
る
。
そ
れ
が
館
称
三
十
一
号
と
数
え
ら
れ
る
、
文
書
一
紙
で
、
こ
の
度
有

館
の
御
好
意
に
よ
り
、
そ
の
表
、
裏
を
カ
ラ
ー
口
絵
二
頁
に
掲
げ
る
こ
と

の
叶
っ
た
も
の
で
あ
る
。
小
稿
は
、
当
文
書
の
内
容
が
敦
煌
出
土
の
維
摩
疏

釈
前
小
序
抄
（
大
正
蔵
85
所
収
）
の
一
本
で
あ
り
、
異
本
で
あ
る
こ
と
を
報

告
し
、
ま
た
、
そ
の
典
拠
と
し
て
の
高
僧
伝
や
、
大
唐
内
典
録
な
ど
に
つ
い

て
論
じ
よ
う
と
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

有ゆう
りん

館かん
文もん
書じよ
31
号ごう
、
何か
彦げん
昇しよう
旧きゅう
蔵ぞう
文もん
書じよ
、
維ゆい
摩ま
疏そ
釈しやく
前ぜん

小しよう
序じよ
抄しよう、
高こう
僧そう
伝でん
、
大だい
唐とう
内ない
典てん
録ろく

〔
抄

録
〕
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一

京
都
市
左
京
区
の
岡
崎
公
園
の
西
南
、
疏
水
に
面
し
て
、
朱
塗
り
の
八
角
堂
を

戴
く
、
瀟
洒
な
洋
風
建
築
が
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
有

館
で
あ
る
。

有

館
は
、
正
式
名
称
を
財
団
法
人
藤
井
斉
成
会
有

館
と
言
い
、
戦
前
の
大
正

十
五
（
一
九
二
六
）
年
十
月
に
設
立
さ
れ
た
、
由
緒
あ
る
私
立
美
術
館
で
あ
る
。

四
代
藤
井
善
助
翁
（
一
八
七
三
｜
一
九
四
三
）
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
有

館
は
、

古
印
の
蒐
集
に
掛
け
て
は
日
本
屈
指
と
さ
れ
る
、
著
名
な
美
術
館
で
国
宝
、
重
要

文
化
財
級
の
文
物
を
、
多
数
擁
し
て
い
る
。
ま
た
、
有

館
に
は
、
か
つ
て
敦
煌

文
物
の
蒐
集
を
以
っ
て
知
ら
れ
た
李
盛
鐸
（
一
八
五
八
｜
一
九
三
七
）
を
通
じ
、

何
彦
昇
（
一
八
六
〇
｜
一
九
一
〇
）
旧
蔵
の
敦
煌
文
書
が
、
纏
ま
っ
て
収
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
専
門
家
の
間
に
お
い
て
広
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る１

）

。
そ
の
何

彦
昇
旧
蔵
の
敦
煌
文
書
に
つ
い
て
は
、
有

館
に
以
前
、「
何
彦
昇
秋
輦
中
丞
蔵

敦
煌
石
室
唐
人
秘
笈
六
十
六﹅
（
五
）
種
」
及
び
、「
新
疆
布
政
使
何
彦
昇
旧
蔵

敦
煌
石
室
唐
人
秘
笈
五
十
九
種

目
録

歌
曲
冊
」
と
題
さ
れ
た
、
二
種
類
の
目
録

が
あ
っ
て
、
六
十
種
類
近
く
の
そ
の
内
容
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
藤
井
善
三
郎

現
館
長
の
談
に
よ
れ
ば
目
下
、
共
に
行
方
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る２

）

。
そ
こ
に
見
え

る
秋
輦
は
、
何
彦
昇
の
字
。
中
丞
は
、
巡
撫
の
こ
と
で
、
省
の
長
官
た
る
総
督
に

次
ぎ
、
民
政
、
財
政
を
掌
る
。
布
政
使
は
、
省
の
総
督
巡
撫
に
直
属
す
る
官
名
で
、

民
政
、
軍
政
を
掌
る
。
何
彦
昇
は
、
宣
統
元

一
九
〇
九

年
、
甘
粛
布
政
使
と

な
り
、
翌
宣
統
二
年
、
新
疆
巡
撫
に
移
っ
て
い
る
）。
昭
和
二
十
九
（
一
九
五
四
）

年
七
月
、
京
都
を
訪
れ
た
、
中
国
の
著
名
な
敦
煌
学
者
、
饒
宗
頤
氏
は
、
藤
枝
晃

氏
の
紹
介
を
通
じ
て
有

館
へ
と
赴
き
、
巻
末
に
「
藤
井
氏
所
蔵
敦
煌
残
巻
簡
目

（
何
彦
昇
旧
蔵
）」
を
含
む
、
労
作
「
京
都
藤
井
氏
有

館
蔵
敦
煌
残
巻
紀
略
」

（『
金

論
古
綜
合
栞
』
１
所
収
）
を
著
さ
れ
た３

）

。
饒
氏
は
そ
の
折
、「
何
彦
昇
秋

輦
中
丞
蔵
敦
煌
石
室
唐
人
秘
笈
六
十
六
種
」
及
び
、
館
蔵
文
書
を
実
見
し
て
、
六

十
六
種
中
の
五
十
八
種
が
現
存
し
、
八
種
の
欠
け
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

何
氏
原
目
中
、
尚
有
太
公
家
教
一
、
祭
文
一
、
孔
子
項
託
問
答
文
一

有
天

福
年
号

、
藤
井
氏
蔵
均
無
之

と
述
べ
ら
れ
た
。
私
は
近
時
、
そ
れ
ら
が
現
在
、
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団

杏
雨
書
屋
の
所
蔵
に
掛
る
、
故
羽
田
亨
氏
の
蒐
集
さ
れ
た
所
謂
「
敦
煌
秘
笈
」
の

中
に
含
ま
れ
て
い
る
、
太
公
家
教
（
羽
664
）、
祭
文
（
羽
692
）、
孔
子
項
託
相
問

（
羽
617
。
天
福
八

九
四
三

年
写
）
な
ど
に
、
該
当
す
る
可
能
性
の
高
い
こ
と

を
、
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る４

）

。

饒
氏
の
「
京
都
藤
井
氏
有

館
蔵
敦
煌
残
巻
紀
略
」
を
繙
く
と
、
始
め
の
方
に
、

最
後
藤
井
君
取
出
一
古
写
残
葉
、
以
玻
璃
夾
之
、
審
其
文
、
乃
述

堅
迎
鳩

摩
羅
什
事
、
背
為
仏
経
、
拠
云
出
於
新
疆
。
余
謂
当
是
敦
煌
遺
宝

と
言
う
一
節
が
あ
る
。
そ
の
鳩
摩
羅
什
（K

u
m
a
ra
jıv
a
,

三
四
四

三
五
〇

｜
四
一
三

四
〇
九

）
は
、
例
え
ば
法
華
経
（
仏
説
妙
法
蓮
華
経
）
の
漢
訳
者

と
し
て
知
ら
れ
る
（
旧
訳
と
呼
ば
れ
る
）、
後
秦
の
訳
経
僧
で
、
中
国
や
日
本
の

仏
教
史
に
お
い
て
、
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
し
た
重
要
な
人
物
で
あ
り
、
ま
た
、

例
え
ば
今
昔
物
語
集
六
「
鳩
摩
羅
焔
奉
盗
仏
伝
震
旦
語
第
五
」
な
ど
に
見
え
る
、

父
鳩
摩
羅
焔
の
話
を
始
め
と
し
て
、
日
本
古
代
、
中
世
文
学
に
喧
伝
す
る
人
物
な

の
で
あ
っ
て
、
饒
氏
の
論
文
を
最
初
に
読
ん
だ
時
、
右
の
一
節
が
私
の
興
味
を
強

く
惹
い
た
。
そ
の
文
書
は
、
饒
氏
の
「
簡
目
」
に
お
い
て
は
、
宗
教
類
に
分
類
さ

れ
た
、

四

有

館
本
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄

（
黒
田

彰
）



㈣
記

堅
迎
羅
什
文
残
葉
十
一
行

背
有
仏
経

に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
有

館
の
敦
煌
文
書
に
関
し
て
は
、

饒
氏
の
調
査
以
降
、
な
お
幾
つ
か
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る５

）

。
今
、
饒
氏
が
「

堅
迎
鳩
摩
羅
什
事
」
と
呼
ば
れ
た
文
書
を
、
そ
れ
ら
に
追
う
と
、
そ
の
文
書
は
、

例
え
ば
陳
国
山
氏
が
、

31
、
十
六
国
史
記
事
、
残
巻

10
行
、
行
書
、
按
：
叙
前
秦
至
後
涼
一
段
史
事
。
本
件
背
有
仏
経

（「
東
訪
吐
魯
番
文
書
紀
要
㈠
」
43
頁
）

と
さ
れ６

）

、
施
萍

氏
が
、

藤
井
31
｜
東
文
31
｜
饒
目
宗
教
類
４

名
称
：
残
類
書

説
明
：
存
九
整
行
、
前
一
行
略
残
、
後
一
行
只
断
続
有
半
辺
字
。
内
容
為

堅
以
二
十
万
之
師
抜
漢
（
襄
）
陽
、〞
得
一
人
半
〝
之
事
。
背
有
仏

経
（「
日
本
公
私
収
蔵
敦
煌
遺
書
叙
録
㈡
」
95
｜
96
頁
）

等
と
さ
れ
た
も
の
に
該
当
す
る７

）

。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
諸
報
告
に
よ
っ
て
、
饒
氏

が
「

堅
迎
鳩
摩
羅
什
事
」
と
言
わ
れ
た
文
書
は
、
実
は
館
蔵
「
31
」
号
と
さ
れ

る
文
書
で
あ
る
こ
と
が
、
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
本
年
六
月
、
上

記
の
よ
う
な
事
情
を
、
有

館
藤
井
善
三
郎
現
館
長
に
お
話
し
し
て
、
件
の
文
書

の
閲
覧
を
お
願
い
し
た
所
、
藤
井
館
長
は
多
忙
な
時
間
を
割
い
て
、
そ
れ
を
見
せ

て
下
さ
っ
た
。
剰
え
そ
の
撮
影
及
び
、
影
印
、
翻
刻
ま
で
御
許
可
下
さ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
表
、
裏
を
カ
ラ
ー
の
口
絵
と
し
て
掲
げ
た
、
全
一
紙
の
文
書
で
あ

る８
）

。件
の
文
書
は
現
在
、
饒
氏
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
二
枚
の
硝
子
板
で

文
書
を
挟
ん
で
、
硝
子
の
四
辺
を
木
枠
で
固
定
す
る
と
い
う
、
閲
覧
の
便
を
考
慮

し
た
、
極
め
て
合
理
的
な
や
り
方
で
、
有

館
の
図
書
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

冊
子
体
の
「
歌
曲
冊
」
を
除
く
、
他
の
文
書
も
、
同
様
の
方
法
で
保
存
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
を
「
31
」
号
に
数
え
る
の
は
、
木
枠
上
部
の
天
に
、「
第
三
十
一
号
」

と
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
当
文
書
一
紙
の
大
き
さ
は
、
縦

二
八
・
八
糎
、
横
一
八
・
六
糎
で
あ
る
（
中
央
で
採
寸
）。

さ
て
、
例
え
ば
饒
氏
が
「

堅
迎
鳩
摩
羅
什
事
」
と
呼
ば
れ
た
当
文
書
は
、
一

体
何
を
記
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
稿
は
、
当
文
書
の
内
容
に
つ
い
て
目

下
、
気
の
付
い
た
事
柄
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

口
絵
の
図
一
は
、
そ
の
表
文
書
で
あ
り
、
図
二
が
そ
の
裏
文
書
で
あ
る
。
表
文

書
（
図
一
）
に
は
、
墨
書
十
行
が
存
し
て
い
て
、
十
一
行
目
に
は
、
残
画
の
み
が

認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
朱
に
よ
る
加
筆
も
あ
る
（
後
述
）。
裏
文
書
（
図
二
）
に

は
、
ま
ず
右
端
に
、
小
字
の
墨
書
三
行
が
残
る
他
、
上
部
左
寄
り
に
、
別
紙
別
筆

の
経
文
の
一
部
墨
書
三
行
（
一
行
目
は
二
字
分
の
残
画
の
み
）
が
、
横
向
き
に
貼

付
さ
れ
（
左
を
上
と
す
る
）、
ま
た
、
そ
の
下
の
中
央
左
寄
り
に
は
、
そ
の
同
筆

と
思
し
い
、
別
紙
の
経
文
の
一
部
墨
書
七
行
（
一
行
目
は
二
字
分
の
残
画
の
み
）

が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
今
そ
れ
ら
表
裏
の
文
書
全
文
を
、
翻
字
の
形
と
し
て
示
せ

ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
表
文
書
に
、
①
｜
⑧
の
仮
番
号
を
付
す
。
裏
文
書
は
、

小
字
の
墨
書
三
行
に
、
同
じ
く
⑨
、

の
番
号
を
付
し
、
さ
ら
に
横
向
き
の
一
部

経
文
を
ａ

と
し
、
そ
の
下
の
経
文
を
ｂ

と
し
よ
う
。
改
行
は
原
本
に
従
い
、
翻
字

の
字
体
は
、
通
行
の
字
体
に
よ
る
。
」
は
、
原
本
に
お
け
る
改
行
を
表
わ
す
）。
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〔
表
文
書
〕

①

即
秦
始
皇
等
都
雍
二
前
秦
即

堅
等
都
長
」

安
三
後
秦
即

興
等
都
長
安
四
西
秦
即
乞
伏
国
人
等
都
金
城
此
乃
」

□
秦
也

前②

秦

堅
五
十
六
年
大
史
奏
有
徳
星
現
外
国
分
野
当
有
聖
」

人
入
輔
中
国
得
三
才
王
堅③

乃
遣
使

丕
攻
襄
陽
取
釈
道
安
呂④

光
伐
」

亀
茲
取
羅
什
後⑤

道
安
入
秦
堅

然
謂
僕
射
権
翼
曰
朕
不
以
珠
玉
為
」

珍
但
以
賢
哲
為
宝
不
惜
十
万
之
師
攻
襄
陽
獲
一
人
半
耳
翼
曰
誰
堅
ゝ曰

）」

安
公
一
人
鑿
歯
半
也
堅⑥

令
呂
光
取
羅
什
餞
送
於
建
章
宮
謂
光
曰
朕
聞
」

西
国
有
羅
什
夫
賢
哲
国
之
宝
朕
甚
思
之
若
剋
亀
茲
可
馳
駅
送
」

後⑦

堅
伐
晋
敗
軍
為

長
所
戮
即

為
後
秦
也

呂
光
廻
至
姑
蔵
聞
」

王
既
喪
遂

号
関
外
称
為
後
涼

⑧

崩
興
立
弘
始
三
年
春
有
樹
」

連
李
生
於
廟
庭

逍
遥
一
園
）

葱
変
為

咸
称
□嘉

）瑞

〔

こ
の
一
行
、
残
画
に
よ
る
〕

〔
裏
文
書
〕

安⑨

公
諫
堅
云
陛
下
富
有
八
州
横
制
四
海
豈
以
百
万
之
師
而
求
下
々
之
国
且
地
卑
而

気
厲
舜
禹
遊
而
不
返
秦
皇
□
」

巡
臣
雖
至
愚
不
与
陛
下
同
也
」

□
五
涼
前
涼
張
貴

後
涼
呂
光

南
涼
禿
跋
烏
姑

北
涼
沮
渠
蒙
遜

西
涼
李

杲
」

ａ

薩
深

寧
当
終
身
近

次
善
男
子

陀

ｂ

倒
想

次
観
果
報
迦
葉
菩

煩
悩
之
想
生
於
倒

煩
悩
是
義
云
何

有
倒
想
迦
葉
菩
薩
言

想
亦
説
是
牛
馬
作
馬牛

想
亦

舎
宅
車
乗
去
来
亦
爾
是
名

細
か
い
こ
と
な
が
ら
、
当
文
書
に
は
、
表
の
四
行
目
最
後
及
び
、
同
九
行
三
字

目
「
伐
」
字
の
最
終
画
に
、
朱
に
よ
る
訂
正
加
筆
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
同
七
行

目
下
方
の
「
建
章
宮
」
の
「
宮
」
字
も
、
朱
字
傍
書
の
加
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
裏
の
経
文
部
分
ｂ

に
お
け
る
、
六
行
八
字
目
「
馬
」
字
の
右
に
は
、「
牛
」

が
小
字
墨
書
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

さ
て
、
当
文
書
は
、
上
掲
翻
字
の
よ
う
な
文
言
を
も
つ
も
の
だ
が
、
暫
く
裏
文

書
に
あ
る
経
文
部
分
（
ａ

、
ｂ

）
を
別
に
し
て
、
で
は
①
｜

に
亙
る
そ
の
内
容

は
一
体
、
何
を
記
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
当
文
書
は

後
述
、
敦
煌
出
土
の
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄
（
大
正
新
脩
大
蔵
経
85
二
七
七
五
、
六

所
収
）
の
一
部
を
伝
え
る
も
の
で
、
そ
の
新
た
な
一
本
も
し
く
は
、
異
本
と
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
源
流
に
は
梁
、
慧
皎
の
高
僧
伝
が
措
定
さ
れ
、

ま
た
、
直
接
的
な
典
拠
と
し
て
唐
、
道
宣
に
よ
る
、
大
唐
内
典
録
そ
の
他
が
上
げ

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
以
下
、
少
し
具
体
的
に
述
べ
て
み
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
敦
煌
本
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄
は
、
例
え
ば
仏
書
解
説
大
辞
典
に
、

「
僧
肇
の
註
維
摩
経
の
序
の
註
釈
」
と
言
わ
れ
る
通
り
の
も
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
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に
関
し
て
も
う
少
し
具
体
的
に
言
う
と
、
そ
れ
は
唐
、
長
安
資
聖
寺
の
道
液
が
上

元
元
（
七
六
〇
）
年
に
作
り
、
永
泰
元
（
七
六
五
）
年
に
再
治
し
た
、
浄
名
経
関

中
疏
（
浄
名
経
集
解
関
中
疏
）
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
（
浄
名
経
は
、
維
摩
経
の

こ
と
。
維
摩
は
、
浄
名
、
無
垢
称
と
訳
さ
れ
る
。
な
お
道
液
に
は
、
別
に
浄
名
経

関
中
釈
批

浄
名
経
関
中
釈
抄

も
あ
る
。
共
に
大
正
新
脩
大
蔵
経
85
二
七
七
七
、

二
七
七
八
に
収
め
る
）、
そ
の
序
文
の
注
釈
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
正
確
を
期
す

る
な
ら
ば
、
例
え
ば
上
山
大
峻
氏
が
、

こ
れ
は
、
道
液
の
『
浄
名
経
関
中
疏
』
の
序
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
二
の
序
、

す
な
わ
ち
道
液
の
自
序
と
鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
詰
経
』
に
た
い
す
る
僧
肇
の

序
と
に
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
道
液
の
序
を
釈
し
終
わ
っ

て
、

余
永
泰
二
年
。
時
居
資
聖
。
伝
経
之
暇
。
命
筆
真
書
。
自
為
補
其
闕
遺
。

豈
敢
伝
諸
母
事
（
大
正
八
五
・
四
三
六
頁
ｃ
）

と
識
す
。
次
い
で
「
釈
肇
断
序
抄
義
」
と
題
し
て
、
僧
肇
の
序
を
分
門
・
注

釈
し
、
最
後
に
、

余
以
大
暦
二
年
春
正
月
。
於
資
聖
寺
。
伝
経
之
次
。
記
其
所
聞
。
以
補

多
忘
。
庶
来
悟
義
。
伯
無

斐
然
矣
。
崇
福
寺
沙
門
体
清
記
（
大
正
八

五
・
四
三
九
頁
ｃ
）

と
書
き
記
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
は
崇
福
寺
沙
門
の
体
清
が
、

資
聖
寺
に
お
い
て
『
関
中
疏
』
の
序
の
部
分
の
講
義
を
永
泰
二
年
（
七
六

六
）
と
大
暦
二
年
（
七
六
七
）
に
聴
講
し
た
（
お
そ
ら
く
道
液
自
身
よ
り
）

こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
、『
関
中
疏
』
と
併
せ
て
敦
煌
に
入
っ
て

き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

と
説
明
さ
れ
る
如
く
で
あ
る９

）

（
筆
録
者
の
体
清
は
、
道
液
の
甥
で
あ
る
）。
ま
た
、

敦
煌
本
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄
の
本
文
は
、
前
述
の
よ
う
に
大
正
新
脩
大
蔵
経
85
二

七
七
五
、
六
に
収
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
伝
本
と
し
て
は
、

Ｓ
九
一
四

Ｓ
一
三
四
七

Ｓ
一
五
一
三
ｖ

Ｐ
二
一
四
九

Ｐ
三
四
八
八
ｖ

Ｐ
三
七
三
六

及
び
、Ｓ

二
四
九
六

Ｓ
四
四
五
五

な
ど
、
八
本
が
知
ら
れ
て
い
る10

）

（
大
正
蔵
二
七
七
五
は
、
Ｐ
二
一
四
九

Ｓ
一
四

三
七

に
拠
り

図
三

、
二
七
七
六
は
、
Ｓ
二
四
九
六
に
拠
る
）。

三

上
掲
当
文
書
の
翻
字
に
お
い
て
、
こ
こ
で
、
そ
の
表
及
び
、
裏
の
三
行
分
を
、

仮
に
①
｜

に
分
か
ち
、
且
つ
、
裏
の
経
文
部
分
を
ａ

、
ｂ

と
名
付
け
る
。
そ
の

①
｜

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
、
敦
煌
本
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄
の
本
文
と
対
照
さ
せ

て
み
る
（
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄
は
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
85
、
435
頁
中
、
下
段
に
拠

り
、
Ｐ
二
一
四
九
等
を
参
照
し
た
）。

対
照
に
当
た
っ
て
は
ま
ず
、
①
｜

と
し
て
、
そ
れ
ら
の
番
号
下
に
、
上
掲
当

文
書
を
再
掲
出
し
（
句
読
点
を
付
す
）、
次
い
で
、
敦
煌
本
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄

を
、
抄
と
し
て
、
そ
の
該
当
部
分
を
並
べ
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
当
文

書
①
｜

の
各
部
分
に
つ
い
て
、
そ
の
出
典
の
問
題
を
中
心
と
す
る
、
若
干
の
コ

メ
ン
ト
を
加
え
て
ゆ
く
。
さ
ら
に
、
経
文
ａ

、
ｂ

に
関
し
て
も
付
言
し
よ
う
。

さ
て
、
当
文
書
①
及
び
、
敦
煌
本
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄
（
以
下
、
小
序
抄
と
略

称
す
る
）
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

七
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①

即
秦
始
皇
等
、
都
雍
。
二
、
前
秦
、
即

堅
等
、
都
長
安
。
三
、
後
秦
、

即

興
等
、
都
長
安
。
四
、
西
秦
、
即
乞
伏
国
人
等
、
都
金
城
。
此
乃
□
秦

也
。

抄
（
従
此
第
三
顕兹

）経
理
詣
。
自
秦
弘
始
三
年
冬
羅
什
入
関
者
、
自
従
也
。
秦
有

四
。
一
、
亡
秦
、）
即
秦
始
皇
等
、
都
雍
。
二
、
前
秦
、
即

堅
等
、
都
長

安
。
三
、
後
秦
、
即

興
等
、
都
長
安
。
四
、
西
秦
、
即
乞
伏
国
人
等
、
都

金
城
。
此
乃
後
秦
也

小
序
抄
は
前
述
、
上
山
氏
の
説
明
通
り
、
浄
名
経
集
解
関
中
疏
の
二
序
を
注
釈

し
た
も
の
で
、
ま
ず
道
液
の
序
文
を
前
半
、
後
半
の
二
つ
に
分
け
、
さ
ら
に
前
半

を
序
文
の
「
昔
漢
」
以
下
、「
爰
及
」
以
下
、「
自
秦
」
以
下
に
三
分
し
て
い
る
が
、

当
文
書
は
、
そ
の
第
三
「
従
此
第
三
顕
経
理
詣
」
と
し
て
、
序
文
の
、

自
秦
弘
始
三
年
冬
、
羅
什
入
関

に
つ
い
て
、
注
釈
し
た
箇
所
に
該
当
す
る
。
さ
ら
に
今
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
所
収
、

小
序
抄
（
二
七
七
五
）
の
段
数
か
ら
目
算
す
る
と
、
当
文
書
は
、
そ
の
二
十
分
の

一
強
の
分
量
と
な
る
。

さ
て
、
①
は
、
②
以
下
に
登
場
す
る
前
秦
、
後
秦
等
の
国
々
を
、
説
明
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
国
古
代
史
の
五
胡
十
六
国
時
代
に
お
い
て
、

「
秦
」
を
名
乗
る
三
つ
の
国
（
三
秦
）
に
、
始
皇
帝
の
秦
を
加
え
て
、
四
秦
と
数

え
た
も
の
で
、
さ
ら
に
都
の
名
前
を
添
え
て
い
る
。
そ
の
三
秦
と
か
、

の
五
涼

な
ど
は
、
五
胡
の
十
六
国
を
覚
え
る
た
め
の
、
暗
誦
用
数
詞
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も

の
だ
が
（

参
照
）、
中
国
仏
教
史
、
特
に
訳
経
史
を
理
解
す
る
便
法
と
し
て
、

そ
の
史
家
に
よ
り
考
案
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
三
秦
は
、
氐
族
（
チ
ベ
ッ
ト
系
）

図三 維摩疏釈前小序抄Ｐ2149
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の

洪
の
創
始
し
た
前
秦
（
三
五
〇
｜
三
九
四
）、

族
（
チ
ベ
ッ
ト
系
）
の

の
創
始
し
た
後
秦
（
三
八
四
｜
四
一
七
）、
鮮
卑
族
（
モ
ン
ゴ
ル
系
）
の
乞
伏

国
仁
の
創
始
し
た
西
秦
（
三
八
五
｜
四
三
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
雍
は
、
地
名
で
、

春
秋
時
代
の
秦
の
都
の
名
と
し
て
知
ら
れ
る
（
陝
西
省
鳳
翔
県
）。
乞
伏
国
人
の

「
人
」
は
、
仁
が
正
し
い
。
金
城
も
、
地
名
で
、
西
秦
の
都
の
名
で
あ
る
（
甘
粛

省
蘭
州
市
）。

と
こ
ろ
で
、
①
は
、
例
え
ば
唐
、
元
康
の
肇
論
疏
下
に
、

古
来
凡
有
四
秦
。
秦
始
皇
一
也
。
名
曰
亡
秦
。
符
堅
二
秦
也
。
名
曰
前
秦
。

時
三
秦
也
。
名
曰
後
秦
。
沮
渠
蒙
遜
時
四
秦
。
名
曰
偽
秦

と
見
え
る
も
の
と
、
極
め
て
近
い
内
容
を
有
す
る
こ
と
が
、
非
常
に
興
味
深
い
。

②
前
秦

堅
五
十
六
年
、
大
史
奏
、
有
徳
星
現
外
国
分
野
。
当
有
聖
人
入
輔
中

国
。
得
三
才
王
。

抄
前
秦

堅
立
十
六
年
、
太
史
、
秦

〔
奏
〕有

徳
星
現
外
国
分
野
。
当
有
聖
人
入
輔
中

国
。
得
之
者
王

当
文
書
の
「
五
十
六
年
」
の
「
五
」
は
、「
立
」
を
誤
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
得
三
才
王
」
の
「
三
才
」
も
、「
之
者
」
の
草
体
の
誤
写
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の

三
才
は
、
後
述
す
る
三
人
の
才
人
の
こ
と
と
、
そ
れ
を
捉
え
た
た
め
ら
し
い
（
③
、

④
参
照
）。
な
お
抄
は
、
現
存
諸
本
全
て
が
奏
を
秦
に
誤
る
。

堅
（
三
三
八
｜
三
八
五
）
は
、
当
時
の
名
君
と
し
て
名
高
い
、
前
秦
第
三
代

の
皇
帝
で
あ
る
。
輔
は
、
天
子
を
補
佐
す
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
小
序
抄
②
は
、
ま
ず
梁
、
慧
皎
（
四
九
七
｜
五
五
四
）
の
高
僧
伝
巻
二
、

訳
経
中
、
鳩
摩
羅
什
一
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る11

）

。
ま
た
、
慧
皎
が
高
僧
伝
を

著
す
に
際
し
、
参
看
し
た
と
さ
れ
る
資
料
に
梁
、
僧
祐
（
四
四
五
｜
五
一
八
）
の

出
三
蔵
記
集
十
五
巻
や
、
宝
唱
の
名
僧
伝
三
十
巻
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
内
、
名
僧

伝
（
散
逸
。
我
が
国
に
名
僧
伝
抄
一
巻
が
伝
わ
る
）
に
は
、
当
文
書
②
｜
⑨
に
直

接
関
わ
る
も
の
は
な
い
が
、
出
三
蔵
記
集
巻
十
四
、
鳩
摩
羅
什
伝
一
（
及
び
、
巻

十
五
、
道
安
法
師
伝
二
）
は
、
高
僧
伝
巻
二
の
鳩
摩
羅
什
伝
（
及
び
、
巻
五
の
釈

道
安
伝
）
の
典
拠
と
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
小
序
抄
と
高
僧
伝
の
関
係
を
述
べ
る

に
は
、
そ
の
前
に
出
三
蔵
記
集
と
の
関
連
を
、
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で

以
下
、
②
｜
⑨
に
対
応
す
る
、
出
三
蔵
記
集
と
高
僧
伝
の
本
文
を
、
並
べ
掲
げ
る

こ
と
に
し
よ
う
（
出
、
高
と
す
る
。
共
に
大
正
新
脩
大
蔵
経
に
拠
り

高
僧
伝
は
、

高
麗
大
蔵
経
を
参
照
し
た

、
各
末
尾
に
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
数
及
び
、
大
正
蔵
50
、

55
の
頁
数
、
段
数
を
付
す
）。
ま
た
、
参
考
と
し
て
高
僧
伝
の
本
文
に
、
吉
川
忠

夫
、
船
山
徹
氏
に
よ
る
訳
文
（
岩
波
文
庫
版
。

）
）
を
添
え
る12

）

。
小
序
抄
②
に

該
当
す
る
出
三
蔵
記
集
、
高
僧
伝
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る13

）

。

出
符
氏
建
元
十
三
年
歳
次
丁
丑
正
月
、
太
史
奏
、
有
星
見
外
国
分
野
。
当
有
大

徳
智
人
入
輔
中
国
。
堅
素
聞
什
名
。
乃
悟
曰
、
朕
聞
西
域
有
鳩
摩
羅
什
。
将

非
此
耶
（
巻
十
四
。
100
頁
下
段
）。

高
符

）堅
建
元
十
三
年
歳
次
丁
丑
正
月
、
太
史
奏
云
、
有
星
見
於
外
国
分
野
。
当

有
大
徳
智
人
入
輔
中
国
。
堅
曰
、
朕
聞
西
域
有
鳩
摩
羅
什
、
襄
陽
有
沙
門
釈

道
安
。
将
非
此
耶
。
即
遣
使
求
之
（
巻
二
。
331
頁
中
段
）

（

堅
の
建
元
十
三
年

三
七
七

、
丁
丑
の
歳
の
正
月
に
な
っ
て
、
太
史
が

奏
上
し
た
。「
星
が
外
国
の
分
野
に
現
れ
ま
し
た
。
き
っ
と
大
徳
の
智
者
が

中
国
に
参
っ
て
輔
佐
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
ょ
う
」。

堅
「
朕
は
西
域
に

九
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鳩
摩
羅
什
が
お
り
、
襄
陽
に
沙
門
の
釈
道
安
が
お
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の

人
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
」。
さ
っ
そ
く
使
者
を
派
遣
し
て
捜
し
求
め
さ

せ
た
）

両
者
は
よ
く
似
て
い
る
が
、
出
三
蔵
記
集
の

堅
は
、
星
の
予
兆
を
鳩
摩
羅
什
と

解
す
る
の
に
対
し
、
高
僧
伝
で
は
そ
れ
を
、
羅
什
と
道
安
と
の
二
人
と
解
し
て
い

る
。
ま
た
、
出
三
蔵
記
集
冒
頭
「
符
氏
」
を
、
高
僧
伝
は
「
符

）堅
」
に
改
め
る

（
小
序
抄
「

堅
」）。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
話
は
、
大
変
有
名
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
出
三
蔵
記
集

以
下
の
諸
仏
典
に
散
見
す
る
の
み
な
ら
ず
、
慧
皎
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
、
北
魏
の
崔

鴻
（
四
七
八
｜
五
二
五
）
に
よ
る
、
十
六
国
春
秋
に
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
例
え
ば

そ
の
逸
文
に
、

〔
建
元
〕
十
三
年
正
月
、
太
史
奏
、
有
星
見
于
外
国
之
分
、
当
有
聖
人
之
輔

中
国
得
之
者
昌
。
堅
聞
西
域
有
鳩
摩
羅
什
襄
陽
有
釈
道
安
、
並
遣
求
之
（
太

平
御
覧
一
二
二
所
引
）

と
見
え
て
い
る
。
さ
て
、
当
文
書
に
関
し
て
は
前
述
、
陳
国
山
氏
が
「
十
六
国
史

記
事
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
例
え
ば
崔
鴻
の
十
六
国
春
秋
と
の
関
係
に
も
、

注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
但
し
、
そ
の
原
本
は
早
く
に
失
わ
れ
、
太
平
御
覧

な
ど
に
引
か
れ
る
逸
文
の
他
、
後
世
の
所
謂
輯
本
と
し
て
、
例
え
ば
増
訂
漢
魏
叢

書
に
収
め
る
十
六
国
春
秋
（
十
六
巻
）
や
明
、
屠
喬
孫
、
項
琳
に
よ
る
十
六
国
春

秋
百
巻
（
四
庫
全
書
総
目
提
要
に
、「
実
則
明
嘉
興
屠
喬
孫
項
琳
之
偽
本
也
」
と

言
う
）、
清
、
湯
球
に
よ
る
十
六
国
春
秋
輔
補
百
巻
（
湯
球
に
は
、
十
六
国
春
秋

纂
録
校
本
十
巻
も
あ
る
）
な
ど
が
あ
る14

）

（
以
下
、
そ
れ
ら
を
十
六
国
春
秋
の
屠
本
、

湯
本
と
呼
ぶ
）。
そ
し
て
、
こ
の
話
も
十
六
国
春
秋
の
屠
本
三
十
七
・
五
に
、

建
元
十
三
年
…
…
太
史
奏
、
有
星
見
於
外
国
之
分
、
当
有
聖
人
入
輔
中
国
得

之
者
昌
。
堅
曰
、
朕
聞
西
域
有
鳩
摩
羅
什
襄
国
有
釈
道
安
、
神
清
気
足
。
方

欲
致
之
、
以
輔
朕
躬
。
並
遣
求
之

と
あ
り
、
ま
た
、
湯
本
三
十
五
・
五
に
、

〔
建
元
〕
十
三
年
…
…
太
史
奏
有
星
見
於
外
国
之
分
、
当
有
聖
人
入
輔
中
国

得
之
者
昌
。
堅
聞
西
域
有
鳩
摩
羅
什
襄
陽
有
釈
道
安
、
並
遣
求
之

な
ど
と
見
え
る
他15

）

、
晋
書
九
十
五
・
六
十
五
芸
術
「
鳩
摩
羅
什
」
等
に
も
同
話
が

あ
っ
て
当
然
、
小
序
抄
に
酷
似
す
る
も
の
の
、
高
僧
伝
よ
り
は
遠
い
こ
と
が
、
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。。

そ
し
て
、
小
序
抄
②
の
記
述
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
注
目
さ
れ
る
の
は
唐
、

道
宣
（
五
九
六
｜
六
六
七
）
の
撰
ん
だ
一
切
経
目
録
、
大
唐
内
典
録
巻
三
「
前
後

二
秦
伝
訳
仏
経
録
第
六
」
に
お
け
る
、

堅
立
後
十
有
六
年
、
時
太
史
奏
、
有
徳
星
見
外
国
分
野
。
当
有
聖
人
輔
中
国
。

得
之
者
王

と
い
う
記
述
と
の
関
係
で
あ
る
。
当
文
書
②
の
、「
前
秦

堅
五﹅
十
六
年
」
の

「
五
」
が
、「
立
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
だ
が
、

堅
の
治

年
を
示
す
、
小
序
抄
の
「
前
秦

堅
立
十
六
年
」
は
、
大
唐
内
典
録
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
（
但
し
、
建
元
十
三

三
七
七

年

高
僧
伝
等

は
、

堅
の
二
十

一
年
に
当
た
る
）。
ま
た
、
小
序
抄
に
お
け
る
「
有
徳
星
」、「
当
有
聖
人
」
等
が

大
唐
内
典
録
に
そ
の
ま
ま
見
え
る
こ
と
は
（
高
僧
伝
「
有
星
」、「
当
有
大
徳
智

人
」。
聖
人
の
語
は
、
十
六
国
春
秋
逸
文
に
も
あ
る
）、
大
唐
内
典
録
が
小
序
抄
の

直
接
的
な
典
拠
で
あ
る
こ
と
を
、
示
す
も
の
で
あ
る
。
小
序
抄
は
、「
大
唐
内
典

録
云
」
と
し
て
そ
の
巻
一
の
文
章
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
（
大
正
蔵
85
、
435

一
〇

有

館
本
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄

（
黒
田

彰
）



頁
上
段
）、
こ
の
こ
と
が
確
認
出
来
よ
う
。
従
っ
て
、
例
え
ば
小
序
抄
②
は
、
高

僧
伝
を
源
と
す
る
、
大
唐
内
典
録
に
よ
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
に
、
小
序
抄
が
大
唐
内
典
録
を
引
い
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、

②
以
下
、
③
、
④
、
⑤
、
⑧
な
ど
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
前
述
、
当
文

書
の
「
得
三
才
王
」
は
、「
得
之
者
王
」（
大
唐
内
典
録
）
の
誤
写
で
あ
る
こ
と
も
、

そ
こ
か
ら
分
か
る
。

③
堅
乃
遣
使

丕
攻
襄
陽
。
取
釈
道
安
。

抄
堅
乃
遣
使

丕
攻
襄
陽
、
取
釈
道
安

丕
は
、

堅
の
長
庶
子
で
、

堅
の
没
後
、
前
秦
の
第
四
代
皇
帝
と
な
っ
た

人
物
で
あ
る
。
襄
陽
は
、
湖
北
省
襄
陽
県
で
、

丕
は

堅
の
命
に
よ
っ
て
、
建

元
十
五
（
三
七
九
。
東
晋
、
太
元
四
）
年
に
襄
陽
を
攻
め
て
い
る
。
一
方
、
道
安

（
三
一
二
｜
三
八
五
）
は
、
仏
図
澄
に
学
ん
だ
後
、
綜
理
衆
経
目
録
（
道
安
録
。

梁
、
僧
祐
の
出
三
蔵
記
集
の
基
と
な
る
）
を
作
り
、
経
文
の
三
分
法
（
序
、
正
宗
、

流
通
分
）
を
定
め
、
盧
山
の
慧
遠
等
を
弟
子
と
す
る
な
ど
、
中
国
仏
教
史
に
大
き

な
足
跡
を
残
し
た
人
物
で
あ
る
。
道
安
に
つ
い
て
は
、
宇
井
伯
壽
氏
に
よ
る
名
著

『
釈
道
安
研
究
』
に
詳
し
い16

）

。

出
三
蔵
記
集
、
高
僧
伝
の
本
文
を
併
せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

出
後
堅
攻
襄
陽
。
安
与
朱
序
倶
獲
於
堅
（
巻
十
五
。
108
頁
中
段
）

高
後
遣

丕
南
攻
襄
陽
。
安
与
朱
序
倶
獲
於
堅
（
巻
五
。
352
頁
下
段
）。

（
そ
の
後
、

丕
を
遣
わ
し
て
南
の
か
た
襄
陽
を
攻
撃
さ
せ
、
道
安
は
朱
序

と
と
も
に

堅
の
も
と
に
捕
え
ら
れ
た
）

出
三
蔵
記
集
に
は
、

丕
へ
の
言
及
が
な
い
な
ど17

）

、
小
序
抄
③
は
、
高
僧
伝
に
近

い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
小
序
抄
②
は
、
高
僧
伝
巻
二
の
羅
什
伝
に
基
づ
く
こ
と
に
対
し
、

小
序
抄
③
は
、
そ
の
巻
五
、
義
解
二
、
釈
道
安
一
を
源
流
と
し
て
お
り
、
小
序
抄

の
②
と
③
は
、
原
拠
高
僧
伝
の
巻
数
を
異
に
す
る
こ
と
が
、
大
変
面
白
い
。
そ
の

こ
と
は
、
道
宣
の
大
唐
内
典
録
巻
三
に
お
い
て
、
既
に
起
き
て
い
る
事
柄
な
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
小
序
抄
が
高
僧
伝
の
羅
什
、
道
安
と
い
う
二
つ
の
伝

記
を
、
交
互
に
綴
り
合
わ
せ
て
ゆ
く
結
果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
説
話
文
学
研

究
の
立
場
か
ら
、
改
め
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
小
序
抄
②
、
④
、
⑥
、

⑦
、
⑧
は
、
高
僧
伝
巻
二
の
羅
什
伝
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
小
序
抄
③
、
⑤
、

⑨
は
、
巻
五
の
道
安
伝
を
源
流
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
⑥
、
⑦
は
、
大
唐
内
典

録
に
該
当
す
る
も
の
が
な
い
）。

小
序
抄
③
は
、
大
唐
内
典
録
三
に
、

堅
乃
…
…
使
将

丕
攻
取
襄
陽
弥
天
釈
道
安

習
鑿
歯
等
。
堅
既
獲
之

と
あ
り
、
直
接
的
に
は
そ
れ
に
よ
る
。

④
呂
光
伐
亀
茲
、
取
羅
什
。

抄
呂
光
伐
亀
茲
、
取
羅
什

氐
族
の
呂
光
（
三
三
八
｜
三
九
九
）
は
、

堅
の
部
将
と
し
て
、
建
元
十
八

（
三
八
二
。
東
晋
、
太
元
七
）
年
に
亀
茲
（
タ
リ
ム
盆
地
に
あ
っ
た
国
。
庫
車

ク
チ
ャ

と
も
言
う
）
を
伐
ち
、
鳩
摩
羅
什
を
得
た
が
、
そ
の
ま
ま
彼
の
地
に

留
ま
っ
て
、

堅
の
没
後
、
後
涼
（
三
八
六
｜
四
〇
三
）
を
建
国
し
て
い
る
。

一
一
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出
三
蔵
記
集
、
高
僧
伝
の
本
文
を
併
せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

出
十
九
年
即
遣
驍
騎
将
軍
呂
光
将
兵
伐
亀
茲
…
…
光
遂
破
亀
茲
…
…
獲
什
（
巻

十
四
。
100
頁
下
段
）。

高
十
八
年
九
月
堅
遣
驍
騎
将
軍
呂
光
…
…
西
伐
亀
茲
…
…
光
既
獲
什
（
巻
二
。

331
頁
中
下
段
）。

（
十
八
年

三
八
二

九
月
、

堅
は
驍
騎
将
軍
呂
光
…
…
を
派
遣
し
…
…

西
の
か
た
亀
茲
…
…
を
討
伐
さ
せ
た
。
…
…
呂
光
は
羅
什
を
捕
虜
と
し
た
）

建
元
の
年
数
に
、
一
年
の
違
い
は
あ
る
が
、
短
文
の
小
序
抄
④
に
は
関
わ
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
十
六
国
春
秋
の
屠
本
八
十
一
・
一
に
、

建
元
二
十
一
年
春
正
月
、
光
既
平
亀
茲
…
…
始
獲
天
竺
沙
門
鳩
摩
羅
什

等
と
見
え
る
。
そ
し
て
、
大
唐
内
典
録
三
に
、

使
将
呂
光
求
亀
茲
国
鳩
摩
羅
什

と
あ
っ
て
、
小
序
抄
は
、
そ
れ
に
よ
っ
た
か
。

⑤
後
道
安
入
秦
。
堅

然
謂
僕
射
権
翼
曰
、
朕
不
以
珠
玉
為
珍
、
但
以
賢
哲
為

宝
。
不
惜
十
万
之
師
攻
襄
陽
、
獲
一
人
半
耳
。
翼
曰
、
誰
。
堅
曰ゝ

）、
安
公
一

人
、
鑿
歯
半
也
。

抄
後
道
安
入
秦
。
堅

然
謂
僕
射
権
翼
曰
、
朕
不
以
珠
玉
為
珍
、
但
以
賢
哲
為

宝
。
不
惜
十
万
之
師
攻
襄
陽
、
獲
一
人
半
耳
。
翼
曰
、
誰
。
堅
曰
、
安
公
一

人
、
鑿
歯
半
也

道
安
は
、
建
元
十
五
（
三
七
九
。
東
晋
、
太
元
四
）
年
に
長
安
に
入
っ
た
。
きん

然ぜん
は
、
喜
ぶ
様
、
僕ぼく
射や
は
、
尚
書
省
の
次
官
の
こ
と
で
あ
る
。
習
鑿
歯
は
最
初
、

東
晋
の
桓
温
に
仕
え
た
文
人
で
、
襄
陽
に
お
い
て
道
安
と
面
会
し
た
折
、「
四
海

の
習
鑿
歯
」
と
名
乗
っ
た
の
に
対
し
、
道
安
が
「
弥
天
の
釈
道
安
」
と
答
え
た
話

は
、
非
常
に
有
名
で
あ
る
（
弥
天
は
、
空
に
満
ち
る
意
）。

出
三
蔵
記
集
、
高
僧
伝
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

出
堅
謂
僕
射
権
翼
曰
、
朕
以
十
万
之
師
取
襄
陽
。
唯
得
一
人
半
。
翼
曰
、
誰
耶
。

堅
曰
、
安
公
一
人
、
習
鑿
歯
半
人
也
（
巻
十
五
。
108
頁
中
段
）。

高
堅
謂
僕
射
権
翼
曰
、
朕
以
十
万
之
師
取
襄
陽
。
唯
得
一
人
半
。
翼
曰
、
誰
耶
。

堅
曰
、
安
公
一
人
、
習
鑿
歯
半
人
也
（
巻
五
。
352
頁
下
段
）。

（

堅
は
尚
書
僕
射
の
権
翼
に
言
っ
た
。「
朕
は
十
万
の
軍
勢
を
も
っ
て
襄
陽

を
攻
め
取
っ
た
が
、
た
っ
た
の
一
人
半
を
獲
得
し
た
だ
け
だ
」。
権
翼
が

「
誰
の
こ
と
で
す
か
」
と
言
う
と
、

堅
は
答
え
た
。「
安
公
が
一
人
、
習

鑿
歯
が
半
人
だ
」）

出
三
蔵
記
集
と
高
僧
伝
に
は
、
違
い
が
認
め
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
小
序
抄
⑤

に
お
い
て
、

堅
が
道
安
を
一
人
と
数
え
、
習
鑿
歯
を
半
人
と
数
え
た
こ
と
に
関

し
て
は
、
例
え
ば
晋
書
八
十
二
・
列
伝
五
十
二
「
習
鑿
歯
」
に
、

後
以
脚
疾
、
遂
廃
於
里
巷
。
乃
襄
陽
陥
於

堅
、
堅
素
聞
其
名
、
与
道
安
倶

輿
而
致
焉
。
既
見
、
与
語
、
大
悦
之
、
賜
遺
甚
厚
。
又
以
其

疾
、
与
諸
鎮

書
、
昔
晋
氏
平
呉
、
利
在
二
陸
、
今
破
漢
南
、
獲
士
裁
一
人
有
半
耳

と
あ
っ
て
（
原
話
は
劉
宋
、
檀
道
鸞
の
続
晋
陽
秋

太
平
御
覧
三
七
二
所
引

。

十
六
国
春
秋
の
屠
本
三
十
七
・
五
に
も
見
え
る
）、
同
じ
話
を
伝
え
る
晋
、
孫
盛

の
晋
陽
秋
（
太
平
広
記
二
四
六
所
引
）
に
は
、「
蓋
刺
其

也
」
と
記
さ
れ
る
の

で
、
そ
れ
は
習
鑿
歯
が
晩
年
に
足
を
病
み
、
片
足
で
歩
行
し
て
い
た
こ
と
を
、

堅
が
か
ら
か
っ
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る18

）

（
文
中
の
、
二
陸
は
、

一
二

有

館
本
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄

（
黒
田

彰
）



文
人
の
陸
機
と
陸
雲
の
兄
弟
の
こ
と
で
、
晋
武
帝
が
呉
を
滅
ぼ
し
た
時
、
二
人
は

洛
陽
に
入
っ
た
が
、
晋
の
張
華
は
そ
の
こ
と
を
、「
伐
呉
之
役
、
利
獲
二
俊
」
と

述
べ
た
と
い
う

晋
書
五
十
四

）。

さ
て
、
小
序
抄
⑤
は
、
大
唐
内
典
録
三
を
見
る
と
、

欣
然
謂
僕
射
権
翼
曰
、
朕
不
以
珠
玉
為
珍
、
但
用
賢
哲
為
宝
。
今
以
十
万
之

師
攻
襄
陽
、
獲
一
人
有
半
。
翼
曰
、
誰
。
堅
曰
、
安
公
一
人
、
鑿
歯
半
也

と
あ
っ
て
、
例
え
ば
小
序
抄
⑤
の
、

堅

然
謂
僕
射
権
翼
曰
、
朕
不
以
珠
玉
為
珍
、
但
以
賢
哲
為
宝
。
不
惜
十
万

之
師
攻
襄
陽
、
獲
一
人
半
耳

の

部
な
ど
、
高
僧
伝
不
見
の
も
の
が
ほ
ぼ
全
て
、
そ
こ
に
は
見
出
だ
さ
れ
る

こ
と
か
ら19

）

、
小
序
抄
は
、
大
唐
内
典
録
を
引
い
た
も
の
と
見
て
良
い
。

⑥
堅
令
呂
光
取
羅
什
。
餞
送
於
建
章
宮
。
謂
光
曰
、
朕
聞
西
国
有
羅
什
。
夫
賢

哲
国
之
宝
、
朕
甚
思
之
。
若
剋
亀
慈
、
可
馳
駅
送
。

抄
堅
令
呂
光
取
羅
什
、
餞
送
於
建
章
宮
。
謂
光
曰
、
朕
聞
西
国
有
羅
什
。
夫
賢

哲
国
之
宝
、
朕
甚
思
之
。
若
剋
亀
茲
、
可
馳
駅
送

建
章
宮
は
漢
代
、
長
安
に
営
ま
れ
た
宮
殿
の
名
で
あ
る
。
さ
て
、
小
序
抄
⑥
及

び
、
⑦
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
そ
れ
に
該
当
す
る
記
事
が
大
唐
内
典
録
に
な

い
こ
と
で
あ
る
。
出
三
蔵
記
集
、
高
僧
伝
の
本
文
を
併
せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で

あ
る
。

出
臨
発
謂
光
曰
、
聞
彼
有
鳩
摩
羅
什
…
…
朕
甚
思
之
。
若
剋
亀
茲
、
即
馳
駅
送

什
（
巻
十
四
。
100
頁
下
段
）。

高
臨
発
堅
餞
光
於
建
章
宮
。
謂
光
曰
…
…
朕
聞
西
国
有
鳩
摩
羅
什
…
…
朕
甚
思

之
、
賢
哲
者
国
之
大
宝
。
若
剋
亀
茲
、
即
馳
駅
送
什
（
巻
二
。
331
頁
中
段
）。

（
出
発
に
臨
ん
で
、

堅
は
建
章
宮
で
呂
光
の
送
別
の
宴
を
催
し
、
呂
光
に

言
っ
た
。
…
…
朕
は
西
国
に
鳩
摩
羅
什
が
お
る
と
聞
い
て
い
る
…
…
朕
は
慕

わ
し
く
て
な
ら
ぬ
。
賢
者
哲
人
は
国
の
大
宝
で
あ
る
。
も
し
亀
茲
に
勝
利
す

れ
ば
、
た
だ
ち
に
駅
馬
を
馳
せ
て
羅
什
を
送
り
届
け
よ
」）

小
序
抄
⑥
を
念
頭
に
置
い
て
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、
出
三
蔵
記
集
に
は
、
建
章

宮
の
名
や
、「
賢
哲
者
国
之
大
宝
」
と
い
う
、

堅
の
言
葉
等
が
見
当
た
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
小
序
抄
⑥
は
、
高
僧
伝
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、
小
序
抄
⑤
（
大
唐
内
典
録
三
）
の
、「
但
以
賢
哲
為
宝
」
と
い
う
、
高

僧
伝
に
見
え
な
い

堅
の
言
葉
も
、
右
の
言
葉
を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
の
で
あ
る
。四

⑦
後
堅
伐
晋
敗
軍
、
為

長
所
戮
。
即

為
後
秦
也
。
呂
光
廻
至
姑

、
聞

王
既
喪
、
遂

号
関
外
、
称
為
後
涼
。

抄
後
堅
伐
晋
敗
軍
、
為

長
所
戮
。
即

長
為
後
秦
也
。
呂
光
廻
至
姑

、
聞

王
既
喪
、
遂

号
関
外
、
称
為
後
涼

堅
は
、
建
元
十
九
（
三
八
三
。
東
晋
、
太
元
八
）
年
に
大
軍
を
率
い
、
東
晋

を
伐
つ
が
、
謝
安
の
弟
謝
玄
の
率
い
た
東
晋
軍
（
北
府
軍
）
を
相
手
と
す
る
、
有

名
な
肥
水
の
戦
い
に
敗
れ
、

堅
も
流
れ
矢
に
当
た
っ
て
、
建
元
二
十
一
（
三
八

五
）
年
に
後
秦
の

（
三
〇
〇
｜
三
九
三
）
に
よ
り
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
後
秦

一
三

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
九
十
七
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）



（
三
八
四
｜
四
一
七
）
は
、
そ
の

の
建
て
た
国
で
あ
る
。
姑

は
、
甘
粛
省

武
威
県
で
、
後
涼
の
都
が
そ
こ
に
置
か
れ
た
。
関
外
は
、
中
国
の
外
の
意
で
あ
る
。

号
は
、
臣
下
が
分
を
越
え
て
、
帝
号
を
称
す
る
こ
と
を
言
い
、
呂
光
が
後
涼
の

国
を
建
て
た
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
で
あ
る
（
④
）。

出
三
蔵
記
集
、
高
僧
伝
の
本
文
を
併
せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

出
光
従
之
、
至
涼
州
、
聞
符
氏
已
滅
、
遂
割
拠
涼
土
、
制
命
一
隅
焉
。
正
月
姑

大
風
（
巻
十
四
。
101
頁
上
段
）。

高
光
従
之
、
至
涼
州
、
聞
符
堅
已
為

所
害
…
…
於
是
窃
号
関
外
、
称
年
太

安
。
太
安
元
年
正
月
、
姑

大
風
（
巻
二
。
331
頁
下
段
）。

（
呂
光
は
そ
の
言
葉
に
従
っ
た
。
涼
州
に
到
着
し
、

堅
が
す
で
に

に

よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
と
聞
く
と
…
…
そ
こ
で
関
外
に
お
い
て
天
子
号
を

称

し
、
太
安
を
年
号
と
し
た
…
…
太
安
元
年

三
八
六

正
月
、
姑

に
大
風

が
吹
い
た
）

小
序
抄
⑦
と
両
者
を
比
較
す
る
と
、
例
え
ば
高
僧
伝
に
言
う

の
こ
と
や
、
呂

光
の
関
外

号
の
こ
と
が
、
出
三
蔵
記
集
に
は
見
え
ず
、
小
序
抄
は
や
は
り
、
高

僧
伝
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
な
お
小
序
抄
⑥
、
⑦
の
話
は
、
肇
論
疏

中
や
法
苑
珠
林
二
十
五
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
、
高
僧
伝
を
引
く
）。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
十
六
国
春
秋
の
逸
文
に
、

〔
建
元
二
十
一
年
〕
九
月
、
光
入
姑
蔵
…
…
太
安
元
年
…
…
光
始
聞
符
堅
為

所
害
（
太
平
御
覧
一
二
五
所
引
）

と
見
え
る
（
増
訂
漢
魏
叢
書
所
収
本
や
、
十
六
国
春
秋
の
湯
本
八
十
一
・
一
な
ど

に
も
）。
さ
ら
に
、
十
六
国
春
秋
の
屠
本
八
十
一
・
一
に
、

光
遂
入
姑

…
…
秋
九
月
、
光
始
聞

堅
為

所
害

等
と
あ
る
。

⑧

崩
興
立
。
弘
始
三
年
春
、
有
樹
連
李
生
於
廟
庭
、

逍
遥
一
園
）

葱
変
為

。

咸
称
□嘉

）瑞
、

抄

崩
興
立
。
弘
始
三
年
春
、
有
樹
連
李
生
於
廟
庭
、
逍
遥
一
園
葱
変

）。
咸

称
嘉
瑞
。（
冬
羅
什
到
雍
。
興
加
礼
遇
、
待侍

）以
国
師
）

⑧
は
、
当
文
書
表
の
最
後
の
文
章
で
あ
る
。

興
（
三
八
四
｜
四
一
六
）
は
、

の
長
子
で
、
父
の
死
後
、
建
初
九
（
三
九
四
。
東
晋
、
太
元
十
九
）
年
に
即

位
し
て
、
後
秦
の
第
二
代
皇
帝
と
な
っ
た
。
樹
連
李
は
、
樹
連
理
で
（
李
は
、
音

通
）、
連
理
木
な
ど
と
も
言
う
。
二
つ
の
株
の
幹
や
枝
が
連
な
っ
た
木
を
指
し
、

王
徳
が
天
下
に
及
ぶ
瑞
祥
で
あ
る
。
廟
庭
は
、
正
殿
の
庭
（
高
僧
伝
「
広
庭
」）、

逍
遥
園
は
、

興
が
長
安
西
北
に
造
営
し
た
庭
園
の
こ
と
で
あ
る
。
葱そう
は
、
ね
ぎ
、

かい
は
、
お
お
に
ら
で
、
香
草
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
きゆう

も
、
に
ら
。
後
掲
高

僧
伝
の
「
し

」
は
、
鎧よろい
草ぐさ
で
、
香
草
）。
そ
れ
ら
の
瑞
祥
の
通
り
、
鳩
摩
羅
什
は

興
の
弘
始
三
（
四
〇
一
。
東
晋
、
隆
安
五
）
年
十
二
月
、
長
安
に
到
り
、
国
師

を
以
っ
て
遇
せ
ら
れ
た
。

出
三
蔵
記
集
、
高
僧
伝
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

出
会

崩卒
）子

興
立
。
遣
使
迎
什
。
弘
始
三
年
、
有
樹
連
理
生
于
廟
庭
、
逍
遥
園

葱
変
為

）（
巻
十
四
。
101
頁
中
段
）。

高
及

卒
子
興
襲
位
。
復
遣
敦
請
。
興
弘
始
三
年
三
月
、
有
樹
連
理
生
于
広
庭
、

逍
遥
園
葱
変
為

。
以
為
美
瑞
、
謂
智
人
応
入
（
巻
二
。
332
頁
上
段
）。

（

が
亡
く
な
る
と
、
子
の

興
が
位
を
継
ぎ
、
あ
ら
た
め
て
使
者
を
遣

一
四

有

館
本
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄

（
黒
田

彰
）



わ
し
て
ね
ん
ご
ろ
に
招
請
し
た
。

興
の
弘
始
三
年

四
〇
一

三
月
、
連

理
の
木
が
朝
堂
に
生
じ
、
逍
遥
園
の
葱
が
は
な
う
ど
に
変
化
し
た
。
め
で
た

い
瑞
祥
で
あ
る
と
し
、
智
者
が
き
っ
と
入
国
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
）

出
三
蔵
記
集
に
、
高
僧
伝
の
「
三
月
」
が
な
い
な
ど
（
小
序
抄
「
春
」）、
小
異
は

あ
る
も
の
の
、
両
者
に
は
目
立
っ
た
違
い
が
見
当
た
ら
な
い
。

こ
の
話
は
、
例
え
ば
十
六
国
春
秋
の
屠
本
五
十
六
・
四
に
、

晋
太
元
十
八
年
冬
十
二
月
、

死
…
…
弘
始
三
年
春
三
月
、
連
理
樹
生
於
廟

庭
、
逍
遥
園
有
葱
変
為

。
咸
以
為
美
瑞
。
興
令
占
之
曰
、
応
有
智
人
来
入

中
国

な
ど
と
見
え
る
が
、
高
僧
伝
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
敦
煌
本
鳩
摩
羅
什

別
伝
（
Ｓ
三
八
一
）
に
、

方
後
秦
中
、
什
初
欲
来
、
嘉
瑞
先
現
。
逍
遥
一
薗
、
葱
変
為

。
後
什
公
至
、

即
於
此
薗
、
立
草
堂
寺
、
同
訳
経
律

と
あ
る20

）

。

さ
て
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
大
唐
内
典
録
三
に
、

〔

長
〕
既
崩
、
其
子
興
立
。
弘
始
三
年
春
、
有
樹
連
理
生
於
廟
庭
、
逍
遥

一
園
葱
変
為

）。
咸
称
嘉
祥
、
応
有
智
人
来
入
国
瑞
。
冬
什
到
、
雍
興
加
礼
、

遇
待
以
国
師

と
見
え
て
お
り
、
小
序
抄
⑧
は
、
そ
れ
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
当
文
書
①
｜
⑧
が
、
そ
の
表
に
当
た
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
、
敦
煌

本
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄
の
存
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
（
⑨
、

は
裏
書
）。
以
上

に
述
べ
て
来
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
当
文
書
（
表
）
は
、
小
序
抄
で
あ
る
と
断
ず
る

こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
そ
の
小
序
抄
②
｜
⑧
は
ま
た
、
道
宣
の
大
唐
内
典
録

三
を
、
直
接
的
な
典
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
確
認
出
来
よ
う
（
⑥
、
⑦

を
除
く
）。
さ
ら
に
小
序
抄
（
大
唐
内
典
録
）
は
、
慧
皎
の
高
僧
伝
巻
二
の
羅
什

伝
、
巻
五
の
道
安
伝
を
源
流
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た
、
二
つ
の
伝

記
を
交
互
に
綴
り
合
わ
せ
て
ゆ
く
と
い
う
、
特
徴
を
有
す
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

⑨
安
公
諫
堅
云
、
陛
下
富
有
八
州
、
横
制
四
海
。
豈
以
百
万
之
師
而
求
下
々
之

国
。
且
地
卑
而
気
厲
。
舜
禹
遊
而
不
返
、
奏
皇
□
巡
。
臣
雖
至
愚
、
不
与
陛

下
同
也

⑨
と

は
、
当
文
書
裏
の
右
側
に
写
さ
れ
た
、
三
行
の
文
章
で
（
図
四
）、
小

序
抄
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
文
字
は
、
表
よ
り
小
さ
く
、
砕
け
た
書
き
方
を
し

て
い
る
が
、
表
と
同
筆
で
あ
る
。
面
白
い
の
は
、
裏
の
三
行
の
書
か
れ
て
い
る
位

置
で
丁
度
、
表
の
本
文
八
｜
十
一
行
目
の
行
間
、
即
ち
、
十
一
｜
十
行
目
の
間
及

び
、
十
｜
九
行
目
の
間
に
⑨
（
二
行
）
が
、
九
｜
八
行
目
の
間
に

（
一
行
）
が
、

書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
図
五
）。
こ
の
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、

書
写
者
の
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
言
う
の
は
、
⑨
、

の
内

容
が
、
⑨
は
、
九
行
目
の
「
後
堅
伐
晋
敗
軍
」（
前
述
⑦
）
に
関
わ
り
、

は
、

十
行
目
の
「〔
呂
光
〕
称
為
後
涼
」（
前
述
⑦
）
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

一
見
し
て
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
、
⑨
、

は
、
小
序
抄
⑦
の
本
文
行

間
の
裏
面
に
、
そ
の
「
後
堅
伐
晋
敗
軍
」
及
び
、「〔
呂
光
〕
称
為
後
涼
」
に
対
す

る
注
釈
と
し
て
記
さ
れ
た
、
三
行
の
裏
書
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

⑨
は
、
肥
水
の
戦
い
の
前
年
、
東
晋
を
伐
と
う
と
計
る

堅
を
、
同
輦
し
た
道

安
が
諫
め
る
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
小
序
抄
⑦
「
後
堅
伐
晋
敗
軍
」
に
関
す
る
注
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を
、
裏
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
⑨
も
、
少
序
抄
①
｜
⑧
同
様
、
高
僧
伝
に
基
づ
く
も
の
と
見
ら
れ
る
か

ら
、
出
三
蔵
記
集
、
高
僧
伝
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

出
安
対
曰
、
檀
越
応
天
御
世
、
有
八
州
之
富
、
居
中
土
而
制
四
海
。
宜
棲
神
無

為
与
尭
舜
比
隆
。
今
欲
以
百
万
之
衆
求

田
下
下
之
土
。
且
東
南
地
卑
気
厲
。

昔
舜
禹
遊
而
不
反
、
秦
皇
適
而
弗
帰
。
以
貧
道
観
之
、
非
愚
心
所
同
也
（
巻

十
五
。
108
頁
下
段
）。

高
安
対
曰
、
陛
下
応
天
御

世
、
有
八
州
之
貢
富
、

居
中
土
而
制
四
海
。
宜

棲
神
無
為
与
尭
舜
比
隆
。

今
欲
以
百
萬
之
師
求

田
下
下
之
上
。
且
東
南

区
地
地
卑
気
厲
。
昔
舜

禹
遊
而
不
反
、
秦
皇
適

而
不
帰
。
以
貧
道
観
之
、
非
愚
心
所
同
也
（
巻
五
。
353
頁
上
中
段
）。

（
道
安
は
答
え
た
。「
陛
下
は
天
の
御
心
に
応
じ
て
世
の
中
を
統
治
し
、
八
州

か
ら
の
豊
か
な
貢
ぎ
物
を
手
に
し
、
中
原
に
拠
っ
て
四
海
に
に
ら
み
を
き
か

せ
て
い
る
。
無
為
の
境
地
に
心
を
棲
ま
わ
せ
、
尭
、
舜
と
隆
盛
を
競
う
べ
き

で
あ
る
の
に
、
今
や
百
万
の
軍
勢
を
も
っ
て
地
味
の
痩
せ
た
下
の
下
の
土
地

を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
東
南
の
せ
せ
っ
こ
ま
し
い
地
域
は
、

土
地
は
卑
湿
で
気
候
は
厳
し
い
。
昔
、
舜
と
禹
は
旅
に
出
た
ま
ま
戻
ら
ず
、

秦
の
始
皇
帝
は
出
か
け
た
ま
ま
帰
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
拙
僧
の
見
る
と
こ

ろ
、
賛
成
す
る
気
に
は
な
れ
ぬ
）

両
者
を
較
べ
て
み
る
と
、
二
箇
所
の
異
同
が
目
に
付
く
。
一
つ
は
、
出
三
蔵
記
集

の
「
檀
越
」
を
、
高
僧
伝
が
「
陛
下
」
と
言
い
換
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
⑨

「
陛
下
」。
檀だん
越おつ
は
梵
語
で
、
檀だん
那な
に
同
じ
く
、
施
主
の
意
）。
も
う
一
つ
は
、
出

三
蔵
記
集
「
百
万
之
衆
」
の
「
衆
」
を
、
高
僧
伝
が
「
師
」
と
改
め
て
い
る
こ
と

で
あ
る21

）

（
⑨
「
師
」）。
そ
し
て
、
そ
の
二
例
共
、
⑨
は
、
高
僧
伝
に
一
致
す
る
。

ま
た
、
こ
の
話
は
、
十
六
国
春
秋
の
屠
本
三
十
八
・
六
に
、

図 四

裏
）

表
）

…

安
公
一
人
…
７
行
目

西
国
有
羅
…
８

３

五
涼
前
涼
…

後⑦

堅
伐
晋
…
９

２
巡
臣
雖
至
…

王
既
喪
遂
…
10

１
安⑨

公
諫
堅
…

連
理
生
於
…
11

図 五
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安
曰
、
陛
下
応
天
御
世
、
富
有
八
州
、
居
中
土
而
制
四
維
…
…
止
則
神
栖
無

為
、
端
拱
而
化
、
自
足
比
隆
尭
舜
…
…
且
東
南
区
区
、
地
卑
気
厲
。
舜
禹
遊

而
不
返
、
秦
皇
適
而
弗
帰
。
何
足
以
上
労
神
駕
、
下
困
蒼
生
…
…
貧
道
浅
陋
、

言
必
不
允
。
既
荷
厚
遇
、
故
尽
丹
誠
耳

と
見
え
、
湯
本
三
十
六
・
六
に
、

安
曰
、
陛
下
応
天
御
世
、
居
中
土
而
制
四
維
…
…
止
則
神
栖
無
為
、
端
拱
而

化
、
与
尭
舜
比
隆
…
…
且
東
南
区
区
、
地
下
気
厲
。
虞
舜
游
而
不
返
、
大
禹

適
而
不
帰
。
何
足
以
上
労
神
駕
、
下
困
蒼
生

と
あ
る
他
、
晋
書
一
一
四
、
載
記
十
四
、

堅
下
に
も
、

安
曰
、
陛
下
応
天
御
世
、
居
中
土
而
制
四
維
…
…
止
則
神
栖
無
為
、
端
拱
而

化
、
与
尭
舜
比
隆
…
…
且
東
南
区
区
、
地
下
気
癘
。
虞
舜
游
而
不
返
、
大
禹

適
而
弗
帰
。
何
足
以
上
労
神
駕
、
下
困
蒼
生

な
ど
と
見
え
て
い
る
が
、
例
え
ば
⑨
の
「
四
海﹅
」
が
、
諸
書
に
は
全
て
、「
四
維﹅
」

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
始
め
と
し
て
、
そ
れ
ら
は
、
⑨
と
は
一
致
し
な
い22

）

。

さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
は
、
大
唐
内
典
録
三
に
、

安
極
諫
曰
、
東
南
土
卑
気
厲
、
非
曰
中
華
。
且

舜
禹
）

虞
舜
遊
而
不
返
、
秦
皇
適
而

不
帰
。
今
以
百
万
之
師
求

田
下
下
之
土
、
未
敢
聞
也
。
余
云
云
不
載

と
も
あ
る
が
、
最
初
の
「
陛
下
」
以
下
も
な
い
し
、
ま
た
、
道
宣
が
「
余
云
云
不

載
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
末
尾
に
は
省
略
が
あ
る
こ
と
等
、
そ
れ
も
⑨

と
は
一
致
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
文
書
⑨
は
、
高
僧
伝
巻
五
に
よ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る23

）

。

□
五
涼
。
前
涼
、
張
貴
。
後
涼
、
呂
光
。
南
涼
、
禿
跋
烏
姑
。
北
涼
、
沮
渠

蒙
遜
。
西
涼
、
李
杲

当
文
書

は
前
述
、
⑦
に
お
け
る
「〔
呂
光
〕
称
為
後
涼
」
を
、
注
釈
し
た
裏

書
で
あ
る
。
小
序
抄
に
は
見
え
な
い
。

五
涼
は
、
五
胡
十
六
国
時
代
に
、
甘
粛
省
を
中
心
と
す
る
所
謂
、
河
西
回
廊
に

お
い
て
興
亡
し
た
、
五
つ
の
涼
国
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
前
涼
（
三
一
七
｜
三
七

六
）
は
、
漢
人
の
張
軌
を
始
祖
と
し
、
そ
の
子
の
張
寔
が
建
国
し
た
も
の
で
あ
る

（
張
貴﹅
は
、
張
軌﹅
が
正
し
い
）。
後
涼
（
三
八
六
｜
四
〇
三
）
が
、
氐
族
の
呂
光

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
。
次
に
、
南
涼
（
三
九
七
｜
四
一
四
）

は
、
鮮
卑
族
の
禿
髪
烏
孤
が
建
国
し
（
禿
跋﹅
烏
姑﹅
は
、
禿
髪﹅
烏
孤﹅
が
正
し
い
）、

ま
た
、
北
涼
（
三
九
七
｜
四
三
九
）
は
、
匈
奴
の
沮
渠
蒙
遜
が
建
国
し
た
も
の
で

あ
る
。
最
後
に
、
西
涼
（
四
〇
〇
｜
四
二
一
）
は
、
漢
人
の
李
暠
が
建
国
し
た
も

の
で
あ
る
（
李
杲﹅
は
、
李
暠﹅
が
正
し
い
）。

は
、
肇
論
疏
中
に
、

涼
、
有
五
涼
。
前
涼
、
張
軌
。
後
涼
、
呂
光
。
南
涼
、
吐
蕃
烏
孤
。
西
涼
、

李季
）暠

。
今
言
涼
者
、
沮
渠
蒙
遜
…
…
北
涼

と
見
え
る
も
の
が
、
非
常
に
近
い
。

そ
の
五
涼
は
前
述
、
三
秦
（
四
秦
。
①
参
照
）
と
同
じ
く
、
五
胡
十
六
国
を
覚

え
る
た
め
の
数
詞
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
五
胡
は
、
匈
奴
、

（
印
欧
系
）、
鮮
卑
、

氐
、

の
五
つ
の
異
民
族
を
言
う
も
の
と
さ
れ
、
十
六
国
は
、
そ
れ
ら
五
つ
の
異

民
族
（
及
び
、
漢
人
）
の
建
て
た
国
を
、
十
六
国
と
数
え
る
も
の
だ
が
、
例
え
ば

鳩
摩
羅
什
な
ど
の
出
た
、
そ
の
十
六
国
を
覚
え
る
た
め
に
古
く
、

五
涼
、
四
燕
、
三
秦
、
二
趙
、
夏
、
蜀
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と
数
え
る
、
暗
誦
に
適
し
た
文
句
が
あ
っ
て
、
道
宣
の
大
唐
内
典
録
一
や
、
広
弘

明
集
二
十
五
等
に
見
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
や
が
て
宋
、
晁
公
武
の
郡
斎
読
書
志

二
上
や
、
晋
書
目
録
な
ど
の
漢
籍
へ
と
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
が
、
五
涼
や
三
秦
は
、

そ
の
要
素
に
外
な
ら
ず
、
い
ず
れ
仏
典
に
お
け
る
、
訳
経
史
の
研
究
中
に
考
案
さ

れ
、
十
六
国
を
暗
記
す
る
便
法
と
し
て
、
広
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ

う
に
、
①
や

は
、
幼
学
的
な
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
文
書
固
有

の
⑨
、

が
注
釈
、
裏
書
の
形
態
を
有
す
る
こ
と
は
、
小
序
抄
の
異
本
と
し
て
の

当
文
書
を
、
大
き
く
特
徴
付
け
る
点
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
即
ち
、
当
文

書
は
、
そ
も
そ
も
注
釈
書
で
あ
る
小
序
抄
を
、
さ
ら
に
注
釈
し
た
、「
小
序
抄
」

注
な
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
他
本
不
見
の
⑨
、

を
有
す
る
当
文
書
は
、
敦
煌

に
お
い
て
小
序
抄
が
盛
ん
に
学
習
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
、
新
た
な
一
本
の
出
現
を

意
味
し
よ
う
。
そ
し
て
、
当
文
書
は
、
上
山
大
峻
氏
が
か
つ
て
、

道
液
の
疏
が
敦
煌
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
理
由
は
、
一
つ
に
は
道
液
の
著
作
が

最
新
の
長
安
の
権
威
で
あ
っ
て
、
学
習
書
と
し
て
優
れ
て
い
た
こ
と
に
求
め

ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
、
正
し
く
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る24

）

。

さ
て
、
当
文
書
の
裏
に
は
上
述
、
ａ

、
ｂ

の
経
文
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
る

（
左
上
に
も
、
四
文
字
程
が
透
け
て
見
え
る
が
、
裏
向
き
で
難
読
）。
最
後
に
、

そ
の
ａ

、
ｂ

の
経
文
の
こ
と
を
述
べ
よ
う
。
今
、
当
文
書
の
そ
れ
を
ａ

、
ｂ

と
し
、

北
涼
、
曇
無

訳
、
北
本
四
十
巻
本
の
大
般
涅
槃
経
巻
二
十
三
、
巻
三
十
七
の
本

文
を
経
と
し
て
、
両
者
を
併
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
大
正
新
脩
大
蔵
経
12
に

拠
る
。
引
用
末
尾
に
、
巻
数
及
び
、
大
正
蔵
の
頁
数
、
段
数
を
付
す
）。
な
お
、
ａ

、

ｂ

は
、
左
右
の
破
損
に
加
え
て
、
ａ

が
本
文
上
部
を
、
ｂ

が
下
部
を
欠
い
て
い
る
。

対
照
の
便
宜
上
、
ａ

、
ｂ

の
現
存
分
を
、
経
中
の

部
と
し
て
示
し
た
）。

ａ

薩
深

寧
当
終
身
近

次
善
男
子

陀

経
是
故
菩
薩
、
深
観
此
陰
、
過

陀
羅
。
是
故
発
願
、
寧
当
終
身
、
近

陀
羅
、

不
能
暫
時
、
親
近
五
陰
。
復
次
善
男
子
、

陀
羅
者
、
唯
害
他
人
、
終
不
自

害
。
五
陰
之
賊
、
自
害
害
他
、
過

陀
羅
（
巻
二
十
三
。
500
頁
上
段
）

ｂ

倒
想

次
観
果
報
迦
葉
菩

煩
悩
之
想
生
於
倒

煩
悩
是
義
云
何

有
倒
想
迦
葉
菩
薩
言

想
亦
説
是
牛
馬
作
馬牛

想
亦

舎
宅
車
乗
去
来
亦
爾
是
名

経
次
観
想
因
。
是
無
量
想
、
因
何
而
生
。
知
因
触
生
。
是
触
二
種
、
一
者
因
煩

悩
触
。
二
者
因
解
脱
触
。
因
無
明
生
、
名
煩
悩
触
。
因
明
生
者
、
名
解
脱
触
。

因
煩
悩
触
、
生
於
倒
想
、
因
解
脱
触
、
生
不
倒
想
。
観
想
因
已
、
次
観
果
報
。

迦
葉
菩
薩
白
仏
言
、
世
尊
、
若
以
因
此
、
煩
悩
之
想
、
生
於
倒
想
、
一
切
聖

人
、
実
有
倒
想
、
而
無
煩
悩
。
是
義
云
何
。
仏
言
、
善
男
子
、
云
何
聖
人
、

而
有
倒
想
。
迦
葉
菩
薩
言
、
世
尊
、
一
切
聖
人
、
牛
作
牛
想
、
亦
説
是
牛
。
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馬
作
馬
想
、
亦
説
是
馬
。
男
女
大
小
、
舎
宅
車
乗
、
去
来
亦
爾
。
是
名
倒
想

（
巻
三
十
七
。
584
頁
下
段
）

右
の
ａ

、
ｂ

と
経
の
本
文
と
の
比
較
、
対
照
に
よ
り
、
ａ

、
ｂ

が
大
般
涅
槃
経

の
巻
二
十
三
、
巻
三
十
五
を
そ
れ
ぞ
れ
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
同

文
は
劉
宋
、
慧
厳
等
に
よ
る
南
本
三
十
六
巻
本
の
大
般
涅
槃
経
巻
二
十
一
、
巻
三

十
四
に
も
見
え
る
）。
さ
て
、
上
記
経
に
お
け
る
、

部
の
前
後
の
字
数
に
着

目
す
る
と
、
ａ

、
ｂ

各
行
の
元
の
字
数
は
、
共
に
十
七
字
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
ａ

、
ｂ

が
同
筆
ら
し
い
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
が
、
ａ

、
ｂ

の
書
体
は
、

南
北
朝
末
期
の
面
影
を
残
す
と
い
う
（
長
尾
秀
則
先
生
御
教
示
）。
一
方
、
そ
の

ａ

、
ｂ

と
は
無
論
、
別
筆
の
当
文
書
①
｜

の
書
写
時
期
は
、
晩
唐
頃
か
と
推
測

さ
れ
る
が
、
な
ら
ば
、
当
文
書
は
一
体
、
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
一
見
す
る
に
、
当
文
書
は
、
少
な
く
と
も
二
層
以
上
の
紙
が
貼
り
合

わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
る
と
、
古
い
経
典
を
反
故
紙
と
し
て
再
利
用
し
、

新
た
な
白
紙
を
作
っ
て
、
そ
こ
に
小
序
抄
を
書
写
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
、
見
受

け
ら
れ
る
が
、
大
方
の
教
示
を
乞
い
た
い
。

説
話
文
学
の
研
究
に
お
い
て
、
例
え
ば
一
つ
の
話
が
二
つ
な
い
し
、
そ
れ
以
上

の
出
典
を
有
し
、
し
か
も
、
異
な
る
二
つ
以
上
の
文
献
の
文
章
を
交
互
に
用
い
て
、

一
つ
の
文
章
に
仕
上
げ
る
と
い
う
よ
う
な
、
言
わ
ば
モ
ザ
イ
ク
の
如
き
手
法
が
採

ら
れ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
我
が
国
室
町
時
代
の
説
話
集
、
三
国
伝
記
の
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
、
見
た
こ
と
が
あ
る25

）

。
そ
の
手
法
の
源
の
一
つ
は
、
お
そ
ら
く
仏
教
を
背

景
と
す
る
、
幼
学
な
ど
に
お
け
る
、
注
釈
の
離
合
集
散
の
形
態
に
溯
ろ
う
が
、
そ

れ
に
し
て
も
、
全
く
同
じ
手
法
が
、
唐
代
の
小
序
抄
の
一
本
た
る
、
当
文
書
に
認

め
ら
れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
驚
く
べ
き
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
子
を
前
提
と
す

る
、
所
謂
裏
書
が
、
文
学
的
に
大
き
な
機
能
を
有
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
幼
学

四
部
の
書
の
一
、
上
野
本
注
千
字
文
裏
書
や26

）

、
同
じ
和
漢
朗
詠
集
の
江
注
、
覚
明

注
（
宮
内
庁
書
陵
部
本
）
な
ど
を
見
れ
ば
、
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
る27

）

。
ま
た
、
そ

の
裏
書
が
、
単
な
る
語
注
の
レ
ベ
ル
か
ら
（
前
述

）、
一
説
話
を
注
釈
と
す
る

も
の
ま
で
（
⑨
）、
多
岐
に
亙
る
内
容
に
富
む
こ
と
も
、
例
え
ば
軍
記
物
語
に
属

す
る
平
家
物
語
の
一
本
、
四
部
合
戦
状
本
に
は
、
裏
書
が
あ
っ
て
（
灌
頂
巻
内

題
）、
平
家
打
聞
を
裏
書
に
措
定
し
て
み
れ
ば
、
直
ち
に
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る

と
同
時
に
、
そ
の
裏
書
の
も
つ
問
題
の
、
研
究
面
に
お
け
る
重
要
さ
と
奥
深
さ
を
、

推
し
測
る
こ
と
も
出
来
よ
う28

）

。
何
よ
り
当
文
書
に
登
場
す
る
道
安
は
、
我
が
国
の

古
代
、
中
世
文
学
に
お
い
て
、
母
へ
の
孝
を
以
っ
て
知
ら
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
、
と
て
も
親
し
い
人
物
に
外
な
ら
な
か
っ
た29

）

。
そ
れ
ら
は
全
て
、
仏
教
に
根

差
し
た
幼
学
に
お
け
る
、
注
釈
の
地
平
に
生
起
す
る
出
来
事
な
の
で
あ
る
。

付
記

当
文
書
の
閲
覧
と
撮
影
ま
た
、
翻
刻
及
び
、
そ
の
図
版
掲
載
を
御
許
可
下
さ
っ

た
、
財
団
法
人
藤
井
斉
成
会
有

館
、
藤
井
善
三
郎
館
長
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
た
い
。
小
稿
は
、
平
成
24
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
B
並
び
に
、

同
佛
教
大
学
特
別
研
究
費
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
注
〕

１
）何
彦
昇
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
抜
き
取
ら
れ
た
敦
煌
文
書
｜
何
彦
昇
、

威
の
こ

と
な
ど
・
太
公
家
教

・
補
（
三
）
｜
」（『
京
都
語
文
』
19
、
平
成
24
年
11
月
）

一
九

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
九
十
七
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）



を
参
照
さ
れ
た
い
。

２
）現
在
、
有

館
に
は
、
蓋
に
、

新
疆
布
政
使
何
彦
昇
旧
蔵

煌
石
室
唐
人
秘
笈

五
拾
九
種

目
録

歌
曲
冊
一

と
墨
書
さ
れ
た
桐
箱
が
残
さ
れ
る
の
み
と
い
う
（
因
み
に
、
何
彦
昇
の
蔵
書
印
と

し
て
、「
何
彦
昇
家
蔵
唐
人
秘
笈
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
）。
そ
の
蓋
の
右
上
に
は
、

「
勧
善
文
」
と
記
す
、
新
し
い
墨
書
貼
紙
が
あ
っ
て
、「
歌
曲
冊
」（
勧
善
文
）
が

入
っ
て
い
た
だ
け
で
、
目
録
は
見
当
た
ら
な
い
旨
、
藤
井
善
三
郎
館
長
が
御
教
示

下
さ
っ
た
。

３
）饒
宗
頤
氏
「
京
都
藤
井
氏
有

館
蔵
敦
煌
残
巻
紀
略
」（『
金

論
古
綜
合
栞
』
１

一
九
五
七
年
か

。
後
、
同
氏
『
選
堂
集
林

史
林
』

中
華
書
局
、
一
九
八
二

年

に
再
録
）

４
）拙
稿
「
杏
雨
書
屋
本
太
公
家
教
に
つ
い
て
｜
太
公
家
教

・
補
（
二
）
｜
」（『
杏

雨
』
14
、
平
成
23
年
６
月
）

５
）有

館
蔵
の
敦
煌
文
書
に
つ
い
て
は
、
陳
国
山
氏
「
東
訪
吐
魯
番
文
書
紀
要
㈠
」

（『
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
史
資
料
』
12
、
一
九
九
三
年
８
月
）、
施
萍

氏
「
日
本
公

私
収
蔵
敦
煌
遺
書
叙
録
㈡
」（『
敦
煌
研
究
』
94
・
３
）
に
そ
れ
ぞ
れ
館
蔵
番
号
１

｜
60
に
よ
る
目
録
が
収
め
ら
れ
る
（
59
が
歌
曲
冊
。
後
者
は
館
蔵
番
号
、
東
洋
文

庫
蔵
写
真
番
号
、
饒
氏
簡
目
の
対
照
を
付
す
）。
ま
た
、
栄
新
江
氏
『
海
外
敦
煌

吐
魯
番
文
献
知
見
録
』（
東
方
文
化
叢
書
、
江
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）

六
章
「
日
本
収
集
品
」
六
節
「
有

館
」
参
照
。『
ス
タ
イ
ン
敦
煌
文
献
及
び
既

紹
介
西
域
出
土
漢
文
文
献
内
容
分
類
目
録
初
稿
〔
非
仏
教
文
献
〕』
古
文
書
１

（
東
洋
文
庫
、
昭
和
39
年
）
に
、
文
書
三
十
七
点
の
翻
刻
を
収
め
る
（
２
、
５
、

７
、
10
｜
30
、
32
、
33
、
37
｜
45
、
46
ｖ
、
51
）。
な
お
有

館
の
文
書
の
約
三

分
の
二
を
占
め
る
の
は
、
唐
の
北
庭
都
護
府
関
連
の
文
書
で
、
そ
の
ほ
ぼ
半
数
の

二
十
一
点
が
、
長
行
馬
の
文
書
で
あ
る
と
さ
れ
、
藤
枝
晃
氏
に
よ
る
そ
の
研
究
が

知
ら
れ
て
い
る
。
藤
枝
氏
に
は
、
早
く
「「
長
行
馬
」
文
書
」（『
東
洋
史
研
究
』

10
・
３
、
昭
和
23
年
７
月
）
が
あ
っ
て
、
有

館
文
書
の
10
｜
12
、
14
｜
22
、
24

｜
27
、
29
、
32
、
38
、
41
｜
45
、
50
の
二
十
五
点
を
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
氏
に

は
、「
長
行
馬
」（『
墨
美
』
60
、
昭
和
31
年
11
月
）
や
、「
藤
井
有

館
所
蔵
の
北

庭
文
書
」（
書
道
全
集
８
中
国
８
唐
Ⅱ
、
月
報
13
、
昭
和
32
年
１
月
）
な
ど
の
仕

事
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
文
書
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
張
娜
麗
氏
「
羽
田
亨
博
士

収
集
「
西
域
出
土
文
献
写
真
」
に
つ
い
て
」（『
お
茶
の
水
史
学
』
50
、
平
成
18
年

12
月
）
に
詳
し
い
（
注

４
）前
掲
拙
稿
参
照
）。
さ
ら
に
有

館
文
書
に
お
け
る

文
学
関
連
の
研
究
と
し
て
、
入
矢
義
高
氏
「
敦
煌
発
見
の
勧
善
文
」（『
墨
美
』
62
、

昭
和
32
年
１
月
。
59
歌
曲
冊
の
影
印
、
翻
刻
、
解
説
。
饒
氏
の
論

に
も
「
五
更

転
」
と
し
て
影
印
を
付
載
す
る
）、
小
笠
原
宣
秀
氏
「
敦
煌
本
『
勧
善
経
』
を
め

ぐ
り
て
」（『
東
方
宗
教
』
22
、
昭
和
38
年
11
月
。
52
の
翻
刻
）、
玄
幸
子
氏
「
羽

田
記
念
館
所
蔵
西
域
出
土
文
献
写
真
資
料
中
『

子
賦
』
テ
キ
ス
ト
紹
介
」（『
敦

煌
学
国
際
聯
絡
委
員
会
通
訊
』
04
・
２
。『
敦
煌
学
国
際
聯
絡
委
員
会
通
訊
集
刊
』

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年

に
再
録
。
６
の
翻
刻
だ
が
、
写
真
に
拠

る
）
な
ど
が
あ
る
。

６
）陳
国
山
氏
注

５
）前
掲
論
文

７
）施
萍

氏
注

５
）前
掲
論
文

８
）当
文
書
は
、
羽
田
記
念
館
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
附
属
ユ
ー
ラ
シ
ア
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
所
蔵
さ
れ
る
、「
羽
田
亨
博
士
収
集
西
域
出
土
文
献
写
真
」

中
に
も
、
そ
の
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
四
四
六
Ｄ
。
張
娜
麗
氏
注

５
）前
掲

論
文
参
照
。
張
氏
は
、
そ
れ
を
「
類
書

（

堅
迎
請
鳩
摩
羅
什
事
）」
と
さ
れ

て
い
る
）。
そ
の
写
真
は
、
八
通
の
文
書
を
上
下
四
通
ず
つ
と
し
て
、
一
枚
の
写

真
に
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
文
書
は
、
そ
の
上
段
の
左
端
に
収
め
ら
れ
て
い

る
が
、
縦
九
・
〇
糎
横
五
・
四
糎
の
小
さ
な
も
の
で
、
し
か
も
写
り
は
と
て
も
暗

い
。
ま
た
、
文
書
の
左
上
の
紙
が
巻
き
戻
っ
て
い
て
、
写
っ
て
い
な
い
行
が
あ
る

な
ど
、
そ
の
写
真
か
ら
文
書
を
判
読
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
な
お

裏
文
書
は
、
撮
影
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
て
、
そ
の
写
真
と
当
文
書
の
現
状
を
比
較

す
る
に
、
大
き
な
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

９
）上
山
大
峻
氏
『
増
補

敦
煌
仏
教
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
平
成
24
年

初
版
、
平
成

元
年

。
初
出
、
昭
和
43
年
）
四
章
一
節
一
⑵
３

10
）図
三
は
、
法
国
国
家
図
書
館
蔵
敦
煌
西
域
文
献
７
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九

二
〇

有

館
本
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄

（
黒
田

彰
）



八
年
）
67
頁
に
拠
る
。
敦
煌
本
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄
は
、
そ
の
殆
ど
が
残
る
も
の

の
、
完
本
で
は
な
い
。
中
で
、
上
山
氏
の
報
告
さ
れ
た
Ｓ
四
四
五
五
は
、
大
正
蔵

85
二
七
七
六
の
「
首
闕
」
部
を
補
う
善
本
で
あ
る
（
上
山
氏
注

９
）前
掲
書
参

照
）。
な
お
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄
の
大
正
蔵
二
七
七
五
、
六
は
、
平
井
宥
慶
氏

「
敦
煌
本
『
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄
』」（『
豊
山
学
報
』
24
、
昭
和
54
年
３
月
）、

「
敦
煌
本
・
注
維
摩
詰
経
序
注
釈
書
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
３
、
昭

和
54
年
３
月
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
下
し
と
注
釈
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

浄
名
経
関
中
疏
の
道
液
に
よ
る
序
文
は
、
上
山
氏
注

９
）前
掲
書
352
、
353
頁
に
書

き
下
し
、
解
説
が
あ
っ
て
、
参
考
と
な
る
。

11
）慧
皎
の
高
僧
伝
に
つ
い
て
は
、
早
く
我
が
国
の
山
内
晋
卿
氏
に
よ
る
「
高
僧
伝
の

研
究
」（
同
氏
『
支
那
仏
教
史
之
研
究
』

佛
教
大
学
叢
書
４
、
佛
教
大
学
出
版
部
、

大
正
10
年

一
所
収
。
論
文
末
に
、「
大
正
七
年
十
二
月
」
と
記
す
）
が
あ
り
、

さ
ら
に
戦
後
の
研
究
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
牧
田
諦
亮
氏
に
よ
る
「
高
僧
伝

の
成
立
」（
同
氏
『
中
国
仏
教
史
研
究
』
三

大
東
出
版
社
、
平
成
元
年

一
章

所
収
。
初
出
、
昭
和
46
、
50
年
）
な
ど
が
あ
る
。
牧
田
氏
の
そ
れ
に
は
、
石
山
寺

本
高
僧
伝
（
一
一
五
四
｜
一
一
六
四
年
間
写
）
巻
三
の
釈
道
安
伝
（「
晋
長
安
五

級
寺
釈
道
安
」）
の
翻
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
貴
重
で
、
そ
の
道
安
伝
は
、
現
行

の
高
僧
伝
と
較
べ
、「
石
山
寺
本
の
中
で
も
異
文
の
多
い
も
の
で
あ
る
」
と
言
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
も
の
と
し
て
、
湯
用

氏
校
注
『
高

僧
伝
』（
中
国
仏
教
典
籍
選
刊
、
中
華
書
局
、
92
年
）
を
参
照
し
た
。

12
）吉
川
忠
夫
、
船
山
徹
氏
訳
『
高
僧
伝
』
㈠
｜
㈣
（
岩
波
文
庫
、
平
成
21
、
22
年
）

に
拠
る
。

13
）さ
て
、
成
立
年
時
の
未
詳
と
さ
れ
る
（
元
、
或
い
は
、
明
代
と
言
わ
れ
る
）、
神

僧
伝
九
巻
の
巻
二
に
も
、
道
安
及
び
、
鳩
摩
羅
什
の
伝
が
あ
り
、
後
者
に
は
当
文

書
の
②
、
④
、
⑥
、
⑦
、
⑧
と
関
連
す
る
部
分
が
あ
る
。
神
僧
伝
の
そ
れ
ら
は
、

お
そ
ら
く
高
僧
伝
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
参
考
ま
で
に
神
僧
伝
巻
二
、

鳩
摩
羅
什
の
そ
の
関
連
部
分
を
掲
げ
て
お
く
（
大
正
新
脩
大
蔵
経
50
に
拠
る
。
始

め
に
当
文
書
の
関
連
番
号
を
、
末
尾
に
大
正
蔵
の
頁
数
、
段
数
を
示
す
）。

（
②
）
至
堅
建
元
十
三
年
正
月
、
太
史
奏
云
、
有
星
見
外
国
分
野
。
当
有
大
徳
智

人
入
輔
中
国
。
堅
曰
、
朕
聞
西
域
有
鳩
摩
羅
什
。
将
非
此
耶
。
即
遣
使
求
之

（
957
頁
中
段
）

（
④
）
至
十
八
年
九
月
堅
遣
驍
将
呂
光
…
…
西
伐
亀
茲
…
…
光
既
獲
什
（
957
頁
中
、

下
段
）

（
⑥
）
臨
発
堅
餞
光
於
建
章
。
謂
曰
…
…
朕
聞
西
域
有
鳩
摩
羅
什
…
…
朕
甚
思
之
、

賢
哲
者
国
之
大
宝
。
若
剋
亀
茲
、
即
馳
駅
送
什
（
957
頁
中
、
下
段
）

（
⑦
）
光
従
之
、
至
涼
州
、
聞
符
堅
已
為

所
害
…
…
於
是
窃
号
関
外
、
年
称

大
安
。
大
安
二
年
正
月
、
姑

大
風
（
957
頁
下
段
）

（
⑧
）
及

卒
子
興
襲
位
。
復
遣
敦
請
。
弘
始
三
年
三
月
、
有
樹
連
理
生
于
廟
庭
、

逍
遥
園
葱
変
為

。
以
為
美
瑞
、
謂
智
人
応
入
（
958
頁
上
段
）

14
）十
六
国
春
秋
に
つ
い
て
は
、
岩
本
篤
志
氏
「
羽
田
記
念
館
所
蔵
「
西
域
出
土
文
献

写
真
766
・
767
『
十
六
国
春
秋
』
考
｜
李
盛
鐸
旧
蔵
敦
煌
文
献
を
め
ぐ
っ
て
｜
」

（『
西
北
出
土
文
献
研
究
』
一
、
平
成
16
年
３
月
）
に
詳
し
い
。
な
お
五
胡
の
会

『
五
胡
十
六
国
覇
史
輯
佚
』（
燎
原
書
店
、
平
成
24
年
）
に
そ
の
逸
文
が
集
成
さ

れ
る
。

15
）十
六
国
春
秋
の
屠
本
は
、
中
国
野
史
集
成
２
、
３
（
巴
蜀
書
社
、
一
九
九
三
年
）

所
収
に
拠
り
、
湯
本
は
、
叢
書
集
成
新
編
所
収
に
拠
る
。

16
）宇
井
伯
壽
氏
『
釈
道
安
研
究
』（
大
乗
仏
教
研
究
８
、
岩
波
書
店
、
昭
和
31
年
）。

な
お
襄
陽
に
お
け
る
道
安
に
つ
い
て
は
、
胡
中
才
氏
『
道
安
在
襄
陽
』（
道
安
研

究
系
列
著
述
之
二
、
宗
教
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
に
詳
し
い
。

17
）里
道
徳
雄
氏
「
南
朝
三
僧
伝
の
研
究
（
一
）」（『
東
洋
学
研
究
』
20
、
昭
和
61
年

３
月
）
に
も
、
そ
の
指
摘
が
あ
る
（
92
、
99
頁
）。

18
）石
山
寺
本
高
僧
伝
は
、
上
掲
③
に
お
け
る
、「
後
遣

南
攻
襄
陽
」
の
文
の
後
に
、

「
安
深
憂
之
…
…
何
論
得
失
」
と
す
る
、
長
い
異
文
が
入
り
、
次
い
で
、

堅
後
与
其
偽
諸
族
書
云
、
晋
氏
代
呉
、
利
在
二
陸
、
今
破
漢
南
、
獲
士
亦
裁

一
人
有
半
耳
。
僕
射
権
翼
曰
、
未
審
誰
乎

と
い
う
異
文
を
続
け
て
、
左
の
よ
う
な
割
注
を
置
く
。

安
与
朱
序
倶
獲
於
堅
。
堅
謂
僕
射
権
翼
曰
、
朕
十
万
之
師
取
襄
陽
、
唯
得
一

人
半
。
翼
曰
、
誰
耶

そ
し
て
、
そ
の
割
注
に
続
け
て
、

堅
曰
、
安
公
一
人
、
習
鑿
歯
半
人
也

二
一

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
九
十
七
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）



を
再
び
本
文
と
す
る
。
さ
て
、
⑤
の
高
僧
伝
の
本
文
に
は
、
習
鑿
歯
の
足
疾
の
こ

と
が
、
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
れ
が
何
故
、「
半
人
」
と
数
え
ら
れ

る
の
か
は
、
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
時
、

続
晋
陽
秋
（
晋
書
）
に
似
た
、
右
の
異
文
を
有
す
る
石
山
寺
本
は
、
現
行
高
僧
伝

本
文
の
、
よ
り
古
い
形
を
伝
え
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
石
山
寺
本
高
僧
伝
の

異
文
に
つ
い
て
、
例
え
ば
牧
田
諦
亮
氏
は
、

道
安
伝
は
、
石
山
寺
本
の
中
で
も
異
文
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
現
行
本
と
の

相
違
が
何
故
生
じ
た
か
、『
晋
書
』
芸
術
伝
な
ど
か
ら
示
唆
を
得
て
書
き
そ

え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
詳
細
な
考
察
は
ま
だ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
言
わ
れ
（
注

11
）前
掲
論
文
）、
ま
た
、
船
山
徹
氏
は
、

石
山
寺
本
の
道
安
伝
の
場
合
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
他
の
諸
本
と
相
違
す
る
字

句
の
う
ち
に
は
唐
の
房
玄
齢
等
撰
『
晋
書
』
載
記
一
四
の

堅
載
記
下
ほ
か

と
逐
語
的
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
『
高
僧
伝
』
に
お

い
て
は
文
脈
的
に
不
整
合
な
事
例
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
晋
書
』

に
基
づ
い
て
後
代
の
何
者
か
が
加
筆
し
た
も
の
と
み
る
の
が
も
っ
と
も
自
然

な
想
定
か
と
判
断
さ
れ
る

と
言
わ
れ
る
が
（
注

12
）前
掲
書
㈠
、
訳
者
解
説
432
｜
433
頁
。
注

22
）参
照
）、

上
掲
の
習
鑿
歯
を
め
ぐ
る
、
そ
の
異
文
は
、
必
ず
し
も
晋
書
を
引
い
た
も
の
と
も

断
じ
切
れ
ず
、
ま
た
、
例
え
ば
高
僧
伝
「
早
已
致
書
通
好
曰
」（
巻
五
。
352
頁
中

段
）
以
下
な
ど
、
石
山
寺
本
の
異
文
は
、
習
鑿
歯
の
「
与
釈
道
安
書
」（
弘
明
集

十
二
所
引
）
と
よ
く
一
致
す
る
等
の
例
も
あ
り
、
な
お
一
考
を
要
す
る
。

19
）小
序
抄
の
「
後
道
安
入
秦
」
は
、
高
僧
伝
に
は
見
え
な
い
が
、
そ
の
石
山
寺
本
に

は
、「〔
安
〕
於
是
随
丕
至
長
安
」
と
見
え
て
い
る
。

20
）注

23
）参
照
。

21
）そ
の
こ
と
は
、
里
道
氏
注

17
）前
掲
論
文
に
も
指
摘
が
あ
る
（
95
、
100
頁
）。

22
）石
山
寺
本
高
僧
伝
は
、
十
六
国
春
秋
の
屠
本
、
湯
本
や
晋
書
等
に
一
致
す
る
こ
と

が
興
味
深
い
。

23
）も
し
当
文
書
の
⑨
が
、
敦
煌
の
地
に
お
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

⑨
は
、
敦
煌
に
お
け
る
高
僧
伝
受
容
を
示
す
、
恰
好
の
一
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

敦
煌
と
高
僧
伝
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
金
岡
照
光
氏
「
高
僧
伝
因
縁
」（
講
座
敦

煌
９
『
敦
煌
の
文
学
文
献
』

大
東
出
版
社
、
平
成
２
年

Ⅱ
五
所
収
）
に
詳
し

い
。

24
）上
山
氏
注

９
）前
掲
書

25
）拙
著
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』（
和
泉
書
院
、
昭
和
62
年
）
Ⅰ
三
１
、
２
、

３

26
）黒
田
彰
、
後
藤
昭
雄
、
東
野
治
之
、
三
木
雅
博
『
上
野
本
注
千
字
文
注
解
』（
和

泉
書
院
、
平
成
元
年
）
参
照
。

27
）和
漢
朗
詠
集
の
江
注
、
覚
明
注
に
つ
い
て
は
、
注

25
）前
掲
拙
著
Ⅰ
一
、
Ⅳ
四
、

三
木
雅
博
氏
『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受
』（
勉
誠
社
、
平
成
７
年
）
Ⅲ
、『
和
漢

朗
詠
集
古
注
釈
集
成
』
１
（
大
学
堂
書
店
、
平
成
９
年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

28
）平
家
打
聞
に
つ
い
て
は
、
注

25
）前
掲
拙
著
Ⅱ
一
５
参
照
。
そ
の
本
文
は
、
関
西

大
学
『
国
文
学
』
63
（
昭
和
61
年
10
月
）
及
び
、
愛
知
県
立
大
学
『
文
学
部
論

集
』
36
（
昭
和
63
年
２
月
）
に
影
印
を
、『
日
本
文
学
説
林
』（
和
泉
書
院
、
昭
和

61
年
）
に
翻
刻
を
収
め
る
。

29
）拙
稿
「
孝
行
集
と
『
道
安
仕
母
事
』」（
関
西
大
学
『
国
文
学
』
78
、
平
成
11
年
３

月
）
参
照
。

く
ろ
だ

あ
き
ら

日
本
文
学
科
）

二
〇
一
三
年
十
一
月
十
五
日
受
理

二
二

有

館
本
維
摩
疏
釈
前
小
序
抄

（
黒
田

彰
）


